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は  じ  め  に

この「消防年報」は、令和６年中における仙南地域広域

行政事務組合消防本部の消防行政、火災救急等の消

防業務の現況を収録し、当組合の消防事情を広く一般に

紹介することを目的に編集したものです。

この年報が、消防関係者はもとより、広くあらゆる方面でご

活用いただき、地域住民の皆さまの防災に対する認識と理

解を更に深めていただけることを願うものです。

令和７年７月

仙南地域広域行政事務組合消防本部
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消防本部 1 (4課8係）

消防署 4
出張所 5
派出所 1

18 台 高規格救急自動車 消火栓 基
普通 12 台 防火水槽 基

2 台

水槽付 4 台

8 件 ① 急病 件

7 件 ② 転院搬送 件

4 件 ③ 一般負傷 件

④ 交通事故 件

① 件 火災　 件

② 建物等による事故 件 救急 件

③ その他の事故 件 その他の災害 件

④ 水難事故 件

　特定防火対象物数 製造所 施設 女性防火クラブ

施設 貯蔵所 施設

　非特定防火対象物数 取扱所 施設 幼年消防クラブ

施設

9,133 件

563

実人員　230名
（内女性　8名）

（内再任用　12名）

（うち非常用車１台）

1,238

消防団事務については、各構
成市町にて実施しております。

232

防火対象物数

3.3日に1件の割合で発
生しています。

1,463

1日あたり36.9件の通報
を受信しました。

6.5日に1件の割合で発
生しています。

主な救助出動種別

315ｸﾗﾌﾞ　46,488名

60
24

119番通報等受信件数

1日あたり25件の割合で
発生しています。

10

13,459

523
③排気管

大河原町

27ｸﾗﾌﾞ　1,416名

救助資器材搭載

111 件

56 件

災害別受信状況

125
9,299
1,159

1,169

32
3

11　台

件

危険物施設数

1,180

民間防火組織数

5,979

救助出動件数

職　員　数

交通事故

①たばこ

丸 森 町

消防ポンプ自動車

※職員定数　233名

丸森町 273.30 丸森町

村田町 9,756 村田町

（令和7年3月末現在） （令和7年3月末現在）

特殊車両

消防予算 署　所

16,359
川 崎 町 川崎町 270.77 川崎町

団　員　数

4,369,339

3,391
柴 田 町 柴田町

4,113

②たき火

9団54分団
実人員　2,931名

千円

10,553
村 田 町 村田町 78.38

火災件数 主な出火原因 救急件数 主な事故種別

救急車 水利（公設）

3,417

柴田町
7,833

ポンプ車・水槽車

川崎町
4,84511,449 丸森町

白石市
角 田 市 角田市 147.53 角田市 26,249 角田市

4,417

36,182 柴田町

10,839 蔵王町蔵 王 町 蔵王町 152.83 蔵王町
七 ヶ 宿 町 七ヶ宿町 263.09
大 河 原 町 大河原町 24.99 大河原町 23,217

54.03

住民一人当たり   28,103  円
（令和7年度当初予算、消防団
事務を除く）

構成団体 面　積 人　口 世　帯　数

２市７町 1,551.40 157,081 69,979

七ヶ宿町 1,186 七ヶ宿町 571

13,991
11,503
4,653

白 石 市 白石市 286.48 白石市 30,370

仙南地域広域行政事務組合消防本部の一目統計

指揮車 ５台

はしご車 ２台

救助工作車 １台

化学車 １台

資機材搬送車 ２台

人員搬送車 １台

小型動力ポンプ付水槽車 １台

（うち非常用車１台）
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「SNS」で情報発信しております。

Ⅰ 総務編

【職員採用合同説明会】



　



【Ⅰ総務編】

(1）圏域の位置・地勢等

1　仙南地域広域行政事務組合の概況

　本圏域は、宮城県の最南部に位置し、白石市、角田市、蔵王町、七ヶ宿町、大河原町、村田町、柴

田町、川崎町、丸森町の2市7町で構成されており、東部は亘理郡、岩沼市、名取市に、西部は蔵王

連峰によって山形県に、南部は阿武隈山地によって福島県に、北部は仙台市にそれぞれ接してい

ます。

河川は、東部を流れる阿武隈川と蔵王連峰から流れる白石川が平野部の農耕地をうるおし、北部

には仙台市の上水道の源となる釜房湖をもつ碁石川が流れています。

地勢は、圏域西部一帯の標高が高く、奥羽山脈蔵王連峰の熊野岳（標高1,841ｍ）が主峰であり、

東に向かってなだらかな丘陵地帯が広がっています。一方、東部及び南部は阿武隈山地に囲まれ、

それぞれの丘陵地帯をぬって流れる阿武隈川及び白石川の流域には盆地が形成されています。

気候は、県内では比較的温暖な気象条件にありますが、地形及び河川の有無により、平野部と山

間部とでは、気温、降雨量などにかなりの差がみられます。

圏域内には、東北自動車道、国道4号、国道349号、国道457号が南北に縦走し、東北横断自動車

道（山形自動車道）、国道113号、国道286号が東西に横断しています、これらを幹線として県道、市

町道及び農林道などの道路網が発達しています。

 鉄道は、白石蔵王駅を有する東北新幹線やJR東北本線、阿武隈急行線により形成されています。

-1-



【Ⅰ総務編】

(2）組合の共同処理する事務

(3）組合の機構

　① 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第30条の規定による視聴覚教材センターの設置、管理
　  及び運営に関すること。（S46.4.1）
　② 消防組織法及び消防法の規定による消防事務に関すること。ただし、消防団に関する事務を除く。
   （S47.4.1）
　③ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第9条の3の規定による一般廃棄物処理施設の設置、管理運
    営に関すること。（S47.4.1）
　④ 墓地、埋葬等に関する法律第10条の規定による火葬場の設置、管理及び運営に関すること。
   （S47.4.1）
　⑤ 文化交流広場の設置、管理及び運営に関すること。（H7.2.15）
　⑥ 広域圏活性化プロジェクト中核施設の設置、管理及び運営に関すること。（H7.2.15）
　⑦ 仙南広域圏の振興発展に資する事業の実施に関すること。（H23.4.1）
　⑧ 介護保険法の規定による介護認定審査会の設置及び運営に関すること。（H11.8.1）
　⑨ 知事の権限に属する液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律の規定による事務
    のうち構成市町において処理することとされた事務に関すること。（H12.4.1）
　⑩ 知事の権限に属する火薬類取締法の規定による事務のうち構成市町において処理することとされた
    事務に関すること。（H12.4.1）

　⑪ 地方税法の規定に基づき、構成市町が賦課徴収することとされている地方税に係る滞納事案のうち、

    構成市町の長との協議により組合が処理することとなった事案に係る滞納整理に関すること。（H17.4.1）

　⑫ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の規定による市町村審査会の設置

    及び運営に関すること。（H18.3.31）
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【Ⅰ総務編】

月

昭和45年 8月 仙南地域広域行政事務組合設立

昭和47年 4月 消防本部を設置（本部、４消防署、４出張所、１分遣所、１派出所）し、消防業務を開始 1月 丸森町耕野　住宅火災　死者3名

職員定数条例168名（実職員129名、消防ポンプ自動車10台、救急自動車3台）

救急隊を白石、角田、柴田消防署に設置

9月 救急車配備（白石消防署）

10月 消防ポンプ自動車5台配備（白石消防署蔵王出張所、同七ヶ宿分遣所、角田消防署丸

森出張所、大河原消防署、同川崎出張所）

11月 白石消防署蔵王出張所、同七ヶ宿分遣所を新築完成

昭和48年 3月 司令車（消防本部）、消防ポンプ自動車2台を配備（大河原消防署、同村田出張所） 1月 村田町大字村田字町　住宅火災　4棟全焼

無線電話装置を設置(固定局8、基地局9） 5月 丸森町舘矢間　工場火災　

4月 実職員数146名

10月 指揮車7台配備（白石消防署蔵王出張所、同七ヶ宿分遣所、角田消防署丸森出張所、

大河原消防署、同村田出張所、同川崎出張所、柴田消防署）

11月 東北自動車道の救急業務を開始

昭和49年 2月 消防ポンプ自動車2台配備（角田消防署丸森出張所、柴田消防署）

3月 大河原消防署に救急隊を設置

大河原消防署村田出張所、同川崎出張所、角田消防署丸森出張所を新築

4月 実職員数165名

6月 救急車配備（白石消防署）

9月 水槽付消防ポンプ自動車を配備（白石消防署蔵王出張所）

10月 消防ポンプ自動車配備（白石消防署）

昭和50年 4月 実職員数167名 3月 丸森町　丸舘中学校火災　校舎全焼

昭和51年 4月 実職員数168名 2月 角田市　製材所火災　全焼

3月 七ヶ宿町　関中学校火災

4月 川崎町大字本砂金字鷹ノ巣山　林野火災　42ha焼損

5月 川崎町大字今宿字笹谷町　住宅火災　7棟全焼

昭和52年 4月 実職員数166名

11月 消防ポンプ自動車配備（白石消防署）

12月 消防本部に特別消防隊を設置

昭和53年 4月 消防本部を2課4係に改正、実職員数165名 6月 宮城県沖地震

9月 職員定数条例改正により消防職員175名となる 7月 大河原町　農薬散布用ヘリ火災

10月 消防ポンプ自動車更新（白石消防署）

11月 水槽付消防ポンプ自動車を配備（角田消防署） 11月 白石市国道113号線小原温泉　土砂崩れ　死者7名

救急車配備（大河原消防署）日本損害保険協会より寄附

昭和54年 3月 司令車更新（消防本部）

4月 実職員数167名

9月 指揮車更新(角田消防署丸森出張所） 9月 柴田町槻木　粗大ごみ捨て場火災　職員１名殉職

11月 救急車更新（角田消防署）

昭和55年 4月 実職員数172名

10月 消防庁舎落成記念式典

9月 指揮車更新（大河原消防署村田出張所、同川崎出張所）

12月 24ｍ級梯子付消防ポンプ自動車配備（大河原消防署） 12月 五六豪雪

昭和56年 4月 実職員数173名

白石消防署新築、移転

7月 消防ポンプ自動車更新（柴田消防署）、救急車更新（白石消防署、大河原消防署）

10月 水槽付消防ポンプ自動車更新（白石消防署） 8月 白石市　台風15号による洪水

12月 救助工作車を配備（消防本部） 12月 大河原町町向　建物火災　商店、住宅等7棟全焼

大河原消防署川崎出張所救急自動車配備

昭和57年 3月 角田消防署増改築

4月 実職員数175名

指揮車更新（白石消防署、同蔵王出張所、角田消防署）

宮城県消防学校へ教官として１名派遣（S59.9.30まで）

6月 消防音楽隊を設置（消防本部）

1979年

1978年

２　消防本部の沿革と管内の主な災害

年　月 沿　　　　　　　　　　革 管　内　の　主　な　災　害　等
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仙南地域広域行政事務組合総合庁舎新築により、消防本部及び大河原消防署を現在地に移
転
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【Ⅰ総務編】

月

7月 消防ポンプ自動車更新（角田消防署）

8月 救急車配備（大河原消防署）

9月 職員定数条例改正により消防職員182名となる

12月 白石消防署七ヶ宿分遣所増築

昭和58年 1月 24ｍ級梯子付消防ポンプ自動車配備（白石消防署）

3月 柴田消防署改築

4月 実職員数182名

9月 水槽付消防ポンプ自動車配備（柴田消防署）

救急車更新（白石消防署）

11月 16ｍ級屈折梯子付消防ポンプ自動車配備（角田消防署）

昭和59年 1月 特別消防隊を白石消防署、角田消防署、大河原消防署に移す

4月 実職員数179名

11月 消防ポンプ自動車更新（角田消防署、大河原消防署）

昭和60年 2月 白石消防署東部詰所設置

4月 実職員数180名 11月 蔵王町円田字駅内　住宅火災　1棟全焼　死者3名

8月 消防ポンプ自動車更新（白石消防署、角田消防署丸森出張所、大河原消防署、

同川崎出張所：計４台）

昭和61年 4月 実職員数180名 1月 大河原町字新桜町　倉庫火災

7月 救急車更新（大河原消防署、柴田消防署） 8月 台風10号による水害（消防車両１台流失）

12月 消防ポンプ自動車更新（白石消防署七ヶ宿分遣所、大河原消防署村田川崎出張所）

昭和62年 1月 白石消防署蔵王出張所、大河原消防署川崎出張所庁舎補修

3月 指揮車更新（角田消防署丸森出張所） 2月 白石市　太平小学校火災　校舎1棟全焼

4月 実職員数180名

6月 査察車配備（角田消防署）

8月 防災車両（小型貨物車）寄附受納（日本防火協会）

10月 通信指令室増改築、書庫増改築

11月 雨塚山無線中継所新設

12月 消防ポンプ自動車更新（大河原消防署、柴田消防署）

昭和63年 3月 消防緊急情報システム設置工事完成運用開始

4月 実職員数182名

消防本部消防課通信係を新設

消防緊急情報システム運用開始

7月 査察車更新（大河原消防署、柴田消防署、白石消防署） 8月 蔵王町　台風による集中豪雨

指揮車更新（大河原消防署川崎出張所）

9月 消防ポンプ自動車更新（白石消防署）

梯子付消防ポンプ自動車分解整備（大河原消防署）

白石消防署東部詰所廃止

12月 救急自動車更新（角田消防署）

消防ポンプ自動車更新（大河原消防署、柴田消防署）

平成元年 3月 救急自動車寄附受納（宮城県共済農業協同組合連合会）

4月 実職員数182名

9月 水槽付消防ポンプ自動車更新(白石消防署蔵王出張所） 8月 台風13号による水害

指揮車更新（柴田消防署） 11月 白石市福岡八宮　採石場事故

平成2年 3月 柴田消防署構内舗装補修

救急自動車更新（白石消防署）

4月 実職員数182名 4月 大河原町字桜町　連続放火事件（１夜７件発生）

5月 指揮車更新（角田消防署）

平成3年 3月 消防ポンプ自動車更新（角田消防署丸森出張所）

4月 実職員数181名 5月

8月 救急自動車寄附受納（日本防火協会）

柴田消防署槻木派出所移転新築

10月 宮城県防災ヘリコプターの航空隊員として1名県派遣(H5.9.30まで）

消防ポンプ自動車更新（白石消防署）

平成4年 2月 指揮車更新（白石消防署）

4月 実職員数181名

平成5年 3月 指揮車更新（白石消防署蔵王出張所、白石消防署七ヶ宿分遣所、大河原消防署）

4月 実職員数182名

年　月 沿　　　　　　　　　　革 管　内　の　主　な　災　害　等

1990年

1991年

1983年

角田市ロケットセンター　ロケットエンジン試験爆発
事故
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【Ⅰ総務編】

月

9月 総合庁舎玄関庇改修、正門拡幅、国旗掲揚塔設置工事施工

平成6年 3月 角田消防署庁舎内塗装改修工事施工

司令車更新（消防本部）

救急自動車寄附受納（宮城県共済農業協同組合連合会より）

職員１名が救急救命士の資格を取得（組合初）

4月 実職員数182名

宮城県消防学校へ教官として１名派遣（H8.3.31まで）

8月 昇任試験制度導入（消防司令補・消防副士長）

9月 化学消防ポンプ自動車寄附受納（白石消防署）日本損害保険協会より 9月 集中豪雨による水害

10月 水槽付消防ポンプ自動車更新（角田消防署）

平成7年 3月 宮城県防災ヘリコプターの航空隊員として1名県派遣（H10.3.31まで) 2月

4月 救急救命士1名資格取得（計2名）

実職員数182名

8月 緊急消防援助隊登録（消火隊、救急隊各１隊）

資機材搬送車配備（柴田消防署）

10月 白石消防署七ヶ宿分遣所火災予防用屋上看板設置工事

平成8年 3月 組合初となる高規格救急自動車配備（白石消防署） 1月 強風による被害

救急自動車更新（柴田消防署） 4月 角田市高倉建物火災　（全焼6棟、林野10ha焼損）

4月 実職員数182名

仙南地域広域行政事務組合消防計画及び災害活動連携マニュアル策定

救急救命士1名資格取得（計3名）

７月 白石消防署七ヶ宿分遣所に救急自動車配備

8月 消防本部消防課通信係を通信指令室に組織改正

9月 白石消防署蔵王出張所庁舎改修工事施工

11月 救急救命士1名資格取得（計4名）

平成9年 2月 宮城県共済農業協同組合連合会より救急自動車寄附受納（大河原消防署） 1月 白石市　スキー場　危険物施設火災

水槽付消防ポンプ自動車更新（白石消防署）

消防ポンプ自動車更新（柴田消防署槻木派出所）

4月 実職員数182名

宮城県消防課へ1名派遣（H11.3.31まで）

略帽デザイン変更（キャップ導入）

5月 総合庁舎講堂改修工事施工 5月 大河原町字中町　商店街火災（11棟焼損）

6月 消防査察車更新（角田消防署）

12月 水槽付消防ポンプ自動車更新（柴田消防署）

平成10年 1月 小型動力ポンプ付水槽車配備（大河原消防署）

消防指揮車更新（角田消防署丸森出張所）

3月 携帯電話・自動車電話からの１１９番通報受信開始

消防査察車更新（大河原消防署）

4月 実職員数182名

救急自動車更新（大河原消防署川崎出張所） 8月 豪雨による水害

7月 消防指揮車更新（大河原消防署村田出張所・川崎出張所） 9月 伊具高等学校火災（実習棟全焼）

12月 水槽付消防ポンプ自動車配備（角田消防署丸森出張所） 11月 白石市内連続放火（８件）

平成11年 3月 高規格救急自動車配備（角田消防署） 2月 角田市稲置　グライダー墜落事故

消防査察車更新（柴田消防署） 丸森町大内　鹿狼山林野火災（12.5ｈａ焼損）

4月 実職員数182名

消防次長を次長に，消防署の次長を副署長に職名変更

消防署に救急係を設置 9月 川崎町支倉台　住宅火災　死者2名

宮城県消防学校教務部へ１名を派遣（H13.3.31まで）

2月 救助工作車更新（大河原消防署）

平成12年 3月 消防査察車更新（白石消防署）

消防指揮車更新（柴田消防署）

4月 実職員数182名

組合規約一部変更（県からの移譲事務を共同処理事務に追加）

5月 大河原消防署訓練塔改修工事施工

8月 角田消防署非常電源改修工事施工

平成13年 3月 宮城県防災ヘリコプターの航空隊員として1名県派遣（H16.3.31まで）

4月 実職員数182名

年　月 沿　　　　　　　　　　革 管　内　の　主　な　災　害　等

2月 丸森町筆甫　住宅火災　納屋及び住宅2棟が全焼 2000年

1994年

2001年

白石市　ﾃﾚﾌｫﾝｶｰﾄﾞ製造工場 危険物施設火災 1995年

1996年

1997年

1998年

1999年
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【Ⅰ総務編】

月

7月 柴田消防署下水道切替工事施工

平成14年 3月 高規格救急自動車配備（大河原消防署） 3月 丸森町字廻倉　次郎太郎山林野火災（161ha焼損）

4月 実職員数182名

組合規約一部変更（県からの移譲事務を共同処理事務に追加）

6月 患者等搬送事業に対する指導及び認定に関する要綱制定

10月 通信管理棟新築及び消防緊急通信指令施設完成、運用開始 12月 大河原町　自動車解体工場火災

平成15年 2月 組合規約一部改正施行（消防費に関する負担金の拠出方法の変更）

3月 24ｍ級はしご付消防ポンプ自動車を30ｍ級梯子付消防自動車に更新（大河原消防署）

高規格救急自動車配備（柴田消防署）

消防ポンプ自動車更新（角田消防署・大河原消防署）

消防指揮車更新（白石消防署蔵王出張所）

消防査察車更新（白石消防署）

仙南地域メディカルコントロール協議会設置

4月 定数条例改正となり消防の事務部局の職員が206名となる

実職員数188名

救急自動車配備（角田消防署丸森出張所）

12月 白石消防署庁舎内壁塗装工事

平成16年 2月 消防ポンプ自動車更新（白石消防署・角田消防署）

消防指揮車更新（大河原消防署）

3月 宮城県防災ヘリコプターの航空隊員として1名県派遣（H19.3.31まで）

4月 実職員数188名 4月 川崎町大字今宿　連続不審火（３件）

初となる女性消防職員1名（救急救命士）を採用

10月 女子仮眠室整備工事施工(大河原消防署）

11月 丸森町大内金ヶ作　林野火災（9a焼損）

平成17年 2月 消防課に救急係設置 1月 丸森町大内　豪雪により集落孤立

3月 高規格救急車自動車配備（大河原消防署川崎出張所）

消防ポンプ自動車更新（大河原消防署・白石消防署七ヶ宿分遣所）

消防指揮車更新（消防本部・白石消防署七ヶ宿分遣所）

4月 実職員数192名（条例定数206名）

救急自動車配備（白石消防署蔵王出張所） 5月 村田町菅生二流　林野火災　30ha焼損

平成18年 3月 高規格救急自動車配備（白石消防署七ヶ宿分遣所）

消防ポンプ自動車更新（大河原消防署村田出張所・大河原消防署川崎出張所）

4月 実職員数193名（条例定数206名） 4月 白石市食品工場　一酸化炭素中毒事故（９名負傷）

女性消防職員1名採用（計２名） 8月

9月 大雨被害（床上浸水３棟、床下浸水40棟）

10月 救急救命士による薬剤投与運用開始（宮城県ﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾙ協議会認定救命士2名） 12月 低気圧による被害（床上浸水３棟、床下浸水6棟）

平成19年 3月 消防ポンプ自動車更新(柴田消防署）

女子仮眠室シャワー設備設置工事（大河原消防署）

4月 実職員数１９９名（条例定数206名）

女性消防職員1名採用（計３名） 7月

消防長の階級を消防監から消防正監に改正

主幹及び主査並びに出張所に第一係及び第二係を新設 8月

宮城県消防学校教務部へ１名を派遣（H21.3.31まで）

6月 高規格救急自動車更新（白石消防署）

10月 白石消防署仮眠室等改修工事 12月 村田町沼辺方作　鋳造工場　爆発火災

平成20年 １月 高規格救急自動車配備（角田消防署丸森出張所） 1月 蔵王町平沢住宅火災（死者１名）

3月 消防査察車更新（大河原消防署）

消防ポンプ自動車更新（白石消防署蔵王出張所）

4月 実職員数２０３名（条例定数206名）

女性消防職員1名採用（計４名）

予防技術資格者認定要綱制定 6月

10月 柴田消防署仮眠室等改修工事

12月 高規格救急自動車配備（大河原消防署村田出張所）

年　月 沿　　　　　　　　　　革 管　内　の　主　な　災　害　等

9月 台風９号の接近に伴う被害（負傷者２名、全壊１棟、半壊
１棟、一部破損３棟、床上浸水４棟、床下浸水72棟）

通信指令室を指令課に、白石消防署七ヶ宿分遣所を白石消防署七ヶ宿出張所に組織改正

2003年

2004年

6月 東北自動車道上り線において大型車とＲＶ車の追突
事故により死傷者５名

2005年

8月
台風１1号による被害（一部破損１棟、床上浸水２
棟、床下浸水10棟）

2002年

2008年

岩手・宮城内陸地震（県広域消防相互応援協定に基づ
き、9日間、34隊、延べ106名を派遣）

2006年

白石市煙火消費（花火大会）事故

2007年

台風4号の接近に伴う被害（白石市小久保平において大
規模地滑りが発生し、１４世帯35名が孤立した他、一部
破損４棟、床上浸水４棟、床下浸水36棟

白石市煙火消費（花火大会）事故
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【Ⅰ総務編】

月

平成21年 2月 水槽付消防ポンプ自動車更新（白石消防署蔵王出張所）

3月 消防査察車更新（柴田消防署）

4月 実職員数２０６名（条例定数２０６名） 4月 角田市島田　林野火災　80.83ha焼損、建物5棟焼損

宮城県消防学校教務部へ１名を派遣（H23.4.30まで）

12月 高規格救急自動車更新（角田消防署） 10月 白石市内　連続車両放火事件（14件発生）

消防ポンプ自動車更新（角田消防署丸森出張所）

平成22年 3月 消防訓練施設設置工事 3月 川崎町大字前川地内において連続不審

4月 実職員数２１１名（条例定数２０６名） 火発生（3件発生）

女性消防職員1名採用（計５名）

7月 連絡車配備（消防本部）

10月 角田消防署仮眠室等改修工事

12月 高規格救急自動車配備（白石消防署蔵王出張所） 12月 角田市　スクラップ工場火災

　※全署所に高規格救急車が配備となる。

消防ポンプ自動車更新（白石消防署） 大雨被害（床上浸水2棟、床下浸水14棟）

平成23年 2月

3月

3月 耐震補強工事施工（角田消防署・柴田消防署） 　

宮城県防災ヘリコプターの航空隊員として1名県派遣（H27.3.31まで） 　

4月 実職員数２１７名（定数外職員含む：条例定数２０６名）

女性消防職員２名採用（計７名）

大河原消防署村田出張所新庁舎完成

5月 実職員数２１２名（定数外職員含む。）

 ※東日本大震災に伴う勤務延長職員の退職による。

12月 高規格救急自動車更新（白石消防署） 9月 台風15号による被害（床上浸水45棟、床下浸水236棟）

平成24年 2月 消防指揮車更新（大河原消防署川崎出張所、角田消防署丸森出張所）

4月 実職員数２１２名（定数外職員含む。：条例定数２０６名） 4月

女性消防職員1名採用（計8名）

6月 消防緊急通信指令システム更新 6月 川崎町神室岳にて山岳救助（１名滑落、２名遭難）

10月 角田消防署外壁改修工事 8月

12月 高規格救急自動車更新（大河原消防署）

平成25年 1月 消防指揮車更新（白石消防署・大河原消防署村田出張所）

2月 総務省消防庁より人員輸送車（マイクロバス）貸与（消防本部）

3月 高規格救急自動車ＪＡ共済から寄贈（柴田消防署に更新配備）

水槽付消防ポンプ自動車更新（角田消防署）

4月 実職職員数２１６名（定数外職員含む。条例定数２０６名） 4月 角田市佐倉　自動車部品製造工場マグネシウム火災

消防救急無線（デジタル）運用開始 5月 七ヶ宿町　建物火災　6棟焼損

宮城県へ職員派遣【消防学校教務部：H27.3.31まで１名,H28.3.31まで１名】

6月 大河原消防署川崎出張所新庁舎完成

白石消防署蔵王出張所新庁舎移転完成 8月 大河原町煙火消費（花火大会）事故

12月 白石消防署隣接地の無償貸与（白石市より）を受け、訓練用敷地の拡張工事施工

平成26年 1月 化学消防ポンプ自動車更新（白石消防署）

資機材搬送車更新（柴田消防署） 1月

消防査察車更新（白石消防署）

2月 消防指揮車更新（柴田消防署） 2月 大雪による被害

太陽光発電装置設置工事（大河原消防署村田出張所・大河原消防署川崎出張所）

3月 角田消防署丸森出張所新庁舎完成

消防音楽隊の解散

4月 実職員数２１９名（定数外職員含む。条例定数２０６名）

消防本部の組織に関する規則一部改正施行（消防課を廃止し、予防課及び警防課を

新設。予防課に予防係と危険物係、警防課には警防係と救急係をそれぞれ設置）

7月 緊急ＷＥＢ通報システム運用開始 8月 大河原町字堤　日帰り温泉施設火災

10月 水槽付消防ポンプ自動車更新（白石消防署）

11月 消防吏員綱紀粛正推進委員会設置
東北自動車道下り線にて自衛隊大型車両が横転　負傷者22名

丸森町耕野屋敷入　建物火災（全焼3棟、山林3.8a
焼損）

16ｍ級屈折梯子付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車を救助資機材付消防ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車に更新配備（角田消防
署）

2011年

　

2012年

暴風（爆弾低気圧）により、交通事故や住家への被
害が多発

消防署に救急第一・第二係長を新設、出張所に庶務係長・消防第一係長・消防第二係長を新
設

白石市内の東北自動車道下り線において、大型観光バ
スとトラックの追突事故により負傷者33名発生

2013年

24ｍ級梯子付消防ポンプ自動車から25ｍ級屈折はしご付消防自動車に更新配備（白石消防
署）

2014年

2010年

年　月 沿　　　　　　　　　　革 管　内　の　主　な　災　害　等

2009年

〇東日本大震災

・管内蔵王町、川崎町において震度６強を記録。

・死者３名、負傷者３１名

・火災３件（村田町工場火災１件を含む）

・全壊104棟、半壊1145棟、一部損壊6983棟

・隣接消防応援協定に基づき、名取市、岩沼市、亘理地

区、相馬地区に対し、延べ62日間、82隊（280名）を派遣

し、423名の救出救助活動を実施した。
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【Ⅰ総務編】

月

12月 救急救命士の処置拡大（心肺停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、 9月

血糖測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与）運用開始。

高規格救急自動車更新（大河原消防署川崎出張所）

火災予防条例及び同規則一部改正施行（屋外催しに係る防火管理等）

危険物屋内貯蔵所設置（白石消防署）

気象観測装置更新（通信管理棟）

平成27年 2月 太陽光発電装置設置工事竣工（白石消防署蔵王出張所・角田消防署丸森出張所） 1月 蔵王町　連続不審火発生（１２件）

消防指揮車更新（角田消防署）

3月 救急業務に携わる職員の生涯教育に関する実施要綱制定

4月 定数条例改正となり消防の事務部局の職員が233名となる ４月 蔵王山火口周辺警報発令（4/13～6/16)

実職員数２０８名（定数外４名含む）

10月 案内看板（電光式）設置工事（消防本部・大河原消防署） 9月 台風18号に伴う豪雨被害（消防車両２台水損）

平成28年 1月 高規格救急自動車更新（白石消防署七ヶ宿出張所）

2月 水槽付消防ポンプ自動車更新（柴田消防署） 1月 丸森町越田　住宅火災　5棟全焼

職員の提案に関する要綱制定

3月 救助工作車更新（大河原消防署） 3月 村田町松崎　住宅火災　2棟全焼、6棟部分焼　死者3名

4月 実職員数２１５名（定数外職員含む。条例定数２３３名） 7月 蔵王山噴火警戒レベルの運用開始

女性消防職員１名採用（計８名）、消防部局における初の再任用を実施（１名） 蔵王町 リサイクル工場火災

宮城県へ職員派遣【消防課１名（２年間）、消防学校教務部１名（３年間）】 ８月

消防活動規程制定

火災調査書類作成要領制定

8月 岩手県へ緊急消防援助隊を派遣

9月 大河原消防署仮眠室改修工事（半個室可）

10月 特別救助隊用防火衣の導入

広報車更新（白石消防署蔵王出張所）

広報車更新（白石消防署七ヶ宿出張所）

平成29年 2月 高規格救急自動車更新（白石消防署）

救急支援実施要綱制定（旧PA連携要綱）

3月 消防ポンプ自動車更新（柴田消防署、角田消防署丸森出張所）

4月 実職員数２１９名（定数外職員含む。条例定数２３３名） 5月

消防応援計画策定

8月 現場指揮活動要領制定 10月 笹谷トンネル内車両火災（車両１台焼損）

12月 指揮隊車配備（消防本部：白石署にて運用） 12月

高規格救急自動車更新配備（角田消防署丸森出張所）

平成30年 1月 「蔵王山噴火」火山災害警防計画策定 １月

2月 消防ポンプ自動車更新（角田消防署）

3月 積水量を5ｔから10ｔに変更し、小型動力ポンプ付水槽車更新（大河原消防署）

宮城県防災ヘリコプターの航空隊員として1名県派遣（H33.3.31まで）

特定事業主行動計画策定

4月 実職員２２５名（定数外職員含む）

宮城県へ職員派遣【消防課１名（２年間）】

緊急消防援助隊登録（１隊追加；大隊指揮隊、合計１３隊）

重大違反対象物の公表制度施行

宮城県林野火災防ぎょ訓練実施（村田町菅生）

６月 略帽（アポロキャップ）を夏冬兼用とし、デザイン変更

7月 １１９番通報にかかる多言語対応委託業務締結

消防職員ハラスメント防止要綱制定

９月

11月 駆け込み通報装置の設置運用開始（大河原消防署を除く全署所(槻木派出所を含む））

高規格救急自動車更新（大河原消防署村田出張所）

平成31年 ２月 消防ポンプ自動車更新（大河原消防署） 2月 柴田町内の遊技場が全焼

４月 実職員２３２名（定数外職員を含む）

宮城県へ職員派遣【消防学校教務部１名（３年間）】

令和元年度　都道府県違反是正アドバイザー消防本部登録

令和元年 5月 災害時における消防用水等の確保に関する協定締結（宮城県南生コンクリート協同組合）

9月 指揮車更新（大河原消防署）

H３０年北海道胆振東部地震に対し、緊急消防援助隊（2隊７名）を派遣し、勇払郡厚真町にお
いて行方不明者の捜索活動等に従事

2019年

2015年

2016年

2017年

白石市越河五賀字町屋敷　住宅火災(全焼2棟、部分焼
３棟、車両１台焼損）

大河原町内の自動車販売会社火災（全焼１棟、半焼１
棟、車両１台焼損）

年　月 沿　　　　　　　　　　革 管　内　の　主　な　災　害　等

丸森町四重麦五地内の採石場で岩盤崩落事故（１名死
亡）

蔵王山火口周辺警報（噴火警戒レベル２ : 1/30～
3/6）

2018年

台風10号災害に伴い、岩手県岩泉町へ緊急消防援

助隊として出動し、8月31日から9月9日まで、4隊

延べ37名を派遣（第３次隊まで）し、被災地区住

民の安否確認及び人命検索を実施した。
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【Ⅰ総務編】

月

10月 令和元年東日本台風により丸森出張所が被災（床上浸水） 10月 令和元年東日本台風

　※隣接のまるもりふるさと館を間借りし、仮庁舎として業務を行った

11月 救急車更新（角田消防署）

令和2年 4月 実職員235名（定数外職員を含む）

宮城県へ職員派遣【消防課1名（2年間）】

令和元年東日本台風で被災した丸森出張所が復旧

予防技術資格者認定要綱改正（認定バッジの導入）

違反是正特別支援員制度要綱制定

6月 新型コロナウイルス感染症患者の移送に関する協定締結

消防ポンプ自動車更新（白石消防署）

12月

令和3年 4月 実職員231名（定数外職員を含む）

消防ポンプ自動車更新（白石消防署）

救急車更新（白石消防署蔵王出張所）

予防行政推進に係る取り組みに対し、消防庁長官表彰受賞

10月 資機材搬送車配備（角田消防署）

12月 消防ポンプ自動車更新（大河原消防署川崎出張所）

令和4年 ２月 救急車更新（白石消防署）

4月 実職員231名（定数外職員を含む）

宮城県へ職員派遣【消防課1名（2年間）、消防学校教務部1名（3年間）】

7月 ドローン配備（消防本部）

11月 支援車を配備（消防本部） 11月 スポーツランド菅生花火大会事故（火災）

12月 消防ポンプ自動車更新（大河原消防署村田出張所）

令和5年 3月 救急車更新（大河原消防署）

4月 実職員230名（定数外職員を含む）

11月 救急用自動車同乗実習に関する協定を締結（陸上自衛隊第２施設団及び船岡駐屯地）

12月 角田消防署庁舎基本設計・実施設計業務委託契約を締結 令和５年中の救急出動件数が過去最大（9,065件）を記録

令和6年 1月 消防ポンプ自動車更新（白石消防署七ヶ宿出張所）

消防ポンプ自動車更新（大河原消防署）

2月 救急車更新（柴田消防署）

3月 宮城県へ職員派遣【防災航空隊1名（3年間）】

4月 実職員227名（定数外職員を含む）

宮城県へ職員派遣【消防課1名（2年間）】

11月 査察車更新（角田消防署）

救急車更新（大河原消防署川崎出張所） 12月 令和６年中の救急出動件数が過去最大（9,133件）を記録

令和7年 1月 消防ポンプ自動車更新（柴田消防署）

4月 実職員230名（定数外職員を含む） 2月

宮城県へ職員派遣【消防学校教務部1名（3年間）】

救急用自動車同乗実習に関する協定を締結（陸上自衛隊第２施設団及び船岡駐屯地）

2025年

2024年

年　月 沿　　　　　　　　　　革 管　内　の　主　な　災　害　等

2022年

2023年

令和元年度違反是正の推進に係る実務研修【区分B】受入れ （山形県東根市・村山市から）

2020年

令和２年度違反是正の推進に係る実務研修【区分B】受入れ   （福島県伊達地方消防組合から）

2021年

令和元年東日本台風

台風第19号の影響による記録的な大雨により、宮城県含む1都12県に対して大雨特別警報が発表された。当管内では特に

丸森町において甚大な被害が発生。緊急消防援助隊を受援した。

・人的被害（仙南管内）死者12名（丸森町10名,角田市1名,蔵王町1名）負傷者7名,行方不明者1名

・住宅被害 全壊137棟,半壊（大規模含む）2,191棟,一部損壊1,262棟,床上浸水1,027棟,床下浸水1,665棟

・宮城県内応援隊の受援

県内すべての消防本部から延べ214隊、733名。県防災航空隊、仙台市消防航空隊から延べ9隊47名の支援を受ける。

・緊急消防援助隊の受援

仙台市消防局を統括指揮支援隊とし、指揮支援隊２隊（仙台市・新潟市）と地上隊３県大隊（青森・秋田・山形）及び

５航空隊(札幌・川崎・青森・岩手・山形)から延べ643隊、2,323名の支援を受ける。

林野火災発生に伴い岩手県大船渡市へ緊急消防援助

隊として出動し、令和7年2月26日から同年3月16日ま

で、17隊延べ56名を派遣（第６次隊まで）し、消火

活動及び飛び火警戒等の任務に従事した。
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【Ⅰ総務編】

◎ 理 事 長

麻 生 寛 道 （白石市長） 昭 和 45 年 8 月 25 日 ～ 昭 和 51 年 9 月 24 日

三 文 字 正 次 （角田市長） 昭 和 51 年 12 月 9 日 ～ 昭和53年11月30日

大 平 良 治 （村田町長） 昭和53年12月13日 ～ 昭 和 58 年 5 月 24 日

浅 川 純 直 （角田市長） 昭 和 58 年 5 月 25 日 ～ 昭 和 63 年 8 月 9 日

川 井 貞 一 （白石市長） 昭 和 63 年 8 月 13 日 ～ 平成16年11月13日

佐 藤 清 吉 （角田市長） 平 成 16 年 12 月 8 日 ～ 平 成 20 年 8 月 9 日

風 間 康 静 （白石市長） 平 成 20 年 9 月 1 日 ～ 平成28年11月13日

滝 口 茂 （柴田町長） 平 成 28 年 12 月 2 日 ～ 現在に至る

※管理者制度　昭和45年8月25日～昭和53年3月31日
※理事会制度　昭和53年4月 １日～

〇 消 防 長

階 級 等

麻 生 寛 道 管 理 者 昭 和 47 年 4 月 1 日 ～ 昭 和 49 年 7 月 31 日

井 上 兵 衛 消 防 監 昭 和 49 年 8 月 1 日 ～ 昭 和 52 年 3 月 31 日

佐 藤 誠 消 防 監 昭 和 52 年 4 月 1 日 ～ 昭 和 53 年 4 月 7 日

斎 藤 皆 五 郎 消 防 監 昭 和 53 年 4 月 12 日 ～ 平 成 元 年 2 月 28 日

伊 藤 三 壽 消 防 監 平 成 元 年 3 月 1 日 ～ 平 成 5 年 3 月 31 日

門 間 真 消 防 監 平 成 5 年 4 月 1 日 ～ 平 成 8 年 3 月 31 日

渡 邉 信 英 消 防 監 平 成 8 年 4 月 1 日 ～ 平 成 12 年 3 月 31 日

鈴 木 丈 夫 消 防 監 平 成 12 年 4 月 1 日 ～ 平 成 14 年 3 月 31 日

及 川 悦 夫 消 防 監 平 成 14 年 4 月 1 日 ～ 平 成 16 年 3 月 31 日

加 藤 建 消 防 監 平 成 16 年 4 月 1 日 ～ 平 成 18 年 3 月 31 日

消 防 監 平 成 18 年 4 月 1 日 ～ 平 成 19 年 3 月 31 日
消 防 正 監 平 成 19 年 4 月 1 日 ～ 平 成 20 年 3 月 31 日

近 江 正 人 消 防 正 監 平 成 20 年 4 月 1 日 ～ 平 成 21 年 3 月 31 日

水 戸 政 則 消 防 正 監 平 成 21 年 4 月 1 日 ～ 平 成 22 年 3 月 31 日

島 貫 孝 行 消 防 正 監 平 成 22 年 4 月 1 日 ～ 平 成 23 年 4 月 30 日

大 松 敏 二 消 防 正 監 平 成 23 年 5 月 1 日 ～ 平 成 26 年 3 月 31 日

宍 戸 克 美 消 防 正 監 平 成 26 年 4 月 1 日 ～ 平 成 27 年 3 月 31 日

佐 藤 義 信 消 防 正 監 平 成 27 年 4 月 1 日 ～ 平 成 29 年 3 月 31 日

咲 間 定 実 消 防 正 監 平 成 29 年 4 月 1 日 ～ 令 和 2 年 3 月 31 日

村 上 雅 浩 消 防 正 監 令 和 2 年 4 月 1 日 ～ 令 和 3 年 3 月 31 日

佐 々 木 保 方 消 防 正 監 令 和 3 年 4 月 1 日 ～ 令 和 6 年 3 月 31 日

遠 藤 次 男 消 防 正 監 令 和 6 年 4 月 1 日 ～ 令 和 7 年 3 月 31 日

二 瓶 忠 弘 消 防 正 監 令 和 7 年 4 月 1 日 ～ 現在に至る

澤 田 良 雄

3　歴代理事長・消防長

氏　　　　　　　　　名 在 職 期 間

氏 名 在 職 期 間
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【Ⅰ総務編】

　4　組織及び事務分掌

管理課

予防課

警防課

指令課

総務係

人事教養係

予防係

危険物係

警防係

救急係

通信管理係

通信情報係

蔵王出張所

七ヶ宿出張所

丸森出張所

村田出張所

一 事務の総合調整及び連絡に関すること。
二 公印の管守に関すること。
三 文書の収受、発送及び整理保存に関すること。
四 消防の総合計画に関すること。
五 予算の執行及び経理に関すること。
六 物品の調達及び処分に関すること。
七 消防財産の維持管理に関すること。
八 給与品、貸与品の支給及び保管に関すること。
九 課内の庶務及び他の主管に属さない事務に関すること。

一 職員の任免、分限、懲戒、服務及び賞罰その他身分に関すること。
二 職員の給与、旅費、勤務時間、その他勤務条件に関すること。
三 公務災害に関すること。
四 職員の福利厚生及び健康管理に関すること。
五 職員の教養計画及び実施に関すること。
六 各種表彰に関すること。
七 消防広報に関すること。
八 事務監察に関すること。

一 火災予防思想の普及に関すること。
二 火災予防の対策及び指導に関すること。
三 建築物の許可、認可又は確認の同意に関すること。
四 防火管理者の指導に関すること。
五 予防査察に関すること。
六 消防用設備に関すること。
七 火災予防条例の指導に関すること。
八 民間防火組織の育成指導に関すること。
九 その他災害予防に関すること。

一 危険物の規制に関すること。
二 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関すること。
三 火薬類の取締りに関すること。
四 火災予防条例の規制に関すること。
五 その他危険物に関すること。

一 消防計画の企画立案に関すること。
二 水火災その他の災害防ぎょ計画及び警戒に関すること。
三 消防相互応援協定に関すること。
四 火災の原因及び損害調査に関すること。
五 消防機械器具の管理及び整備計画に関すること。
六 消防水利の運用及び統制等に関すること。
七 消防訓練に関すること。
八 特別救助隊に関すること。
九 緊急消防援助隊に関すること。
十 その他警防に関すること。

一 救急業務の企画運営に関すること。
二 救急医療機関との連絡調整に関すること。
三 救急資機材の管理及び整備計画に関すること。
四 救急技術の訓練指導及び応急手当の普及促進に関すること。
五 救急統計に関すること。
六 その他救急業務に関すること。

一 通信施設の管理に関すること。
二 消防通信の統制に関すること。
三 災害の通信及び指令に関すること。
四 救急及び救助に関する指令に関すること。
五 非常災害時における通信及び指令に関すること。
六 その他消防通信業務に関すること。

一 防災関係機関との連絡調整に関すること。
二 災害に関する情報及び統計に関すること。
三 警防等の広報に関すること。
四 その他通信情報業務に関すること。

白石消防署

角田消防署

柴田消防署

大河原消防署 川崎出張所

次 長

総務係
一 署内事務の総合調査に関すること。

二 署員の人事に関すること。

三 予算の執行に関すること。

四 公印の管守に関すること。

五 文書に関すること。

六 署員の福利厚生に関すること。

七 署員の教養に関すること。

八 消防統計に関すること。

九 庁舎の維持管理及び備品の保管に関すること。

十 その他他の係に属さないこと。

予防第一係・第二係
一 火災予防の指導及び宣伝に関すること。

二 危険物の規制に関すること。

三 建築物の許可、認可又は確認の同意事務に関すること。

四 防火管理者に関すること。

五 予防査察に関すること。

六 消防用設備に関すること。

七 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する

こと。

八 火薬類の取締りに関すること。

九 その他災害予防に関すること。

庶務係
一 出張所の庶務に関すること。

二 その他他係に属さない事務に関すること。

消防第一係・第二係
一 予防業務に関すること。／二 警防業務に関すること。

三 救急業務に関すること。

救急第一係・第二係
一 救急活動に関すること。

二 救急医療機関との連絡調整に関すること。

三 救急資機材の管理に関すること。

四 救急技術の訓練及び応急手当の普及に関すること。

五 その他救急業務に関すること。

消防長

警防第一係・第二係
一 水火災の防ぎょ計画及び警戒に関すること。

二 水火災の原因及び損害の調査に関すること。

三 消防訓練に関すること。

四 消防機械器具に関すること。

五 消防水利に関すること。

六 消防通信に関すること。

七 消防計画に関すること。

八 特別救助隊に関すること。

九 その他警防に関すること。
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【Ⅰ総務編】

 (１)消防庁舎
建築延面積 敷地面積

（㎡） （㎡）

昭55． 8

（昭63． 11）

柴田郡村田町大字沼辺字上ノ山1-4 平24． 10 鉄骨・一部外壁アルミ板造 平屋建 23.23 926.58

柴田郡川崎町大字支倉字殿上山地内 平24． 10 鉄骨・一部外壁アルミ板造 平屋建 23.23 1,818.84

伊具郡丸森町筆甫字川下二地内 平24． 10 鉄骨・一部外壁アルミ板造 平屋建 23.23 1,111.10

白石市小原字雨塚山地内 平24． 10 鉄筋コンクリート造 平屋建 20.69 251.44

白石市郡山字大萩山6番地の1 平24． 10 鉄筋コンクリート造 平屋建 27.49 116.00

白石市城北町4番2号 昭56． 4 鉄筋コンクリート造 2階建 837.49 1,480.84

蔵王町大字円田字谷地７６番２ 平25. 7 木造一部鉄骨造 平屋建 471.80 2,090.70

昭47． 11

（昭57． 12）

昭43． 7

（昭57． 3）

丸森町字鳥屋82番地1 平26． 3 木造一部鉄骨造 2階建 465.52 1,055.00

昭43． 10

（昭58． 3）

柴田町槻木下町二丁目7番36号 平3． 8 軽量鉄骨造 平屋建 50.78 163.35

大河原町字新青川1番地の1 ―
消防本部

併設

村田町大字村田字西田56番地の1 平23. 4 木造一部鉄骨造 平屋建 396.50 1,240.97

川崎町大字前川字町尻１１番地の１ 平25. 7 木造一部鉄骨造 平屋建 393.12 1,373.42

大
河
原
消
防
署

本署 ― ―

村田出張所

川崎出張所

槻木派出所

角
田
消
防
署

本署 角田市角田字大坊41番地 鉄筋コンクリート造

丸森出張所

柴
田
消
防
署

本署 柴田町船岡東四丁目6番2号 鉄筋コンクリート造

1,104.76

七ヶ宿町字関126番地七ヶ宿出張所

2階建 698.39 1,461.21

2階建 830.78

白
石
消
防
署 鉄筋コンクリート造 平屋建 191.08 524.00

本署

蔵王出張所

雨塚山基地局

消
防
本
部

消防本部
大河原町字新青川1番地の1

鉄骨鉄筋コンクリート造

太陽の村基地局

支倉基地局

離森基地局

大萩山基地局

3階建
6,644.63

通信管理棟 平14． 2 鉄筋コンクリート造 平屋建 423.72

3,107.51

　5　消防庁舎の概要　

本部署所等別 所　　　在　　　地
建築年月

構　　　　　　　造
（増改築年月）

丸森町

山形県

仙台市

太
平
洋

白石市

七ヶ宿町

蔵王町

川崎町

村田町

柴田町

大河原町

福島県 新地町

相馬市

伊達市

福島市

国見町

高
畠
町

上山市

山形市

桑折町

名取市

山元町

岩沼市

亘理町

角田市

(２)署所の配置

消防本部

消防署

消防出張所

消防派出所

-12-



【Ⅰ総務編】

（１）配置状況と管轄人口、管轄世帯数

1 2 6 35
80 38

24
42

2
230

- 157,081 69,979

消防長・次長 1 1 2 - - -

管 理 課 1 1
4

1
10

2
19

- - -

予 防 課 1 1 2 - - -

警 防 課 1 2 2 5 - - -

指 令 課 1 4 4 1 10 - - -

白 石 消 防 署 1 4 12 6 5 4 32 白石市 30,370 13,991

蔵 王 出 張 所 1 7 2 2 4 16 蔵王町 10,839 4,653

七ヶ宿出張所 2 2 2 2 1 9 七ヶ宿町 1,186 571

角 田 消 防 署 1 5 10 6 3 3 28 角田市 26,249 11,503

丸 森 出 張 所 2 5 5 1 4 17 丸森町 11,449 4,845

1 4 11 6 3 4 29 柴田町 36,182 16,359

大河原消防署 1 5 12 4 3 4 29 大河原町 23,217 10,553

村 田 出 張 所 2 5 2 3 4 16 村田町 9,756 4,113

川 崎 出 張 所 2 5 3 2 4 16 川崎町 7,833 3,391

消
防
士

事
務
職
員

計

  　所    属

計

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消

防

本

部

柴 田 消 防 署

(R7.4.1現在）

６　消 防 職 員 の 現 況

※(  )は県派遣及び研修中職員を再掲：宮城県（復興・危機管理部消防課、消防学校、防災航空隊）へ消防司令補各
1名、宮城県消防学校（初任総合教育）へ消防士10名

白

石

消

防

署

角
田
消
防
署

大

河

原

消

防

署

管轄
人口
（R7.3）

管轄
世帯数
（R7.3）

管
轄
市
町

階    級　　　
消
防
士
長

消
防
副
士
長

消
防
正
監

消
防
監

⑶ ⑽ ⒀

⑶ ⑽ ⒀

- 13 -



【Ⅰ総務編】

（２）階級別年齢

3 3
1 1
5 5
4 4
7 7
7 7
6 (1) 1 7 (1)

3 4 7
5 4 9
4 1 5
2 2

4 4 8
9 4 (1) 13 (1)

5 (1) 5 (1)

1 4 1 6
3 1 4
2 3 5
8 4 (1) 12 (1)
9 2 11
4 1 5
4 4
7 (1) 1 (1) 1 (1) 9 (3)

7 (1) 7 (1)
4 4
7 7
5 5
6 6
4 4

1 1 2
2 1 3
5 1 6
3 3
4 4
3 3
5 5

1 1
1 4 5
1 1

1 1 2 4
2 2

1 1 2 4

2 2 1 5
2 1 2 5

2 1 3

1 1 2
1 2 6 35 80 (2) 38 (3) 24 (2) 42 (1) 2 230 (8)

(R7.4.1現在）

37

40
41
42
43
44

30
31
32
33
34

38
39

35

消
防
副
士
長

消
防
士

計

事
務
職
員

消
防
司
令

18

消
防
正
監

消
防
監

消
防
司
令
長

25
26
27
28

階級

年齢

消
防
司
令
補

消
防
士
長

19

22

20
21

48
49

58
59

計
平均年齢

61

30.5

60

54
55
56

52

29

23
24

（　）は女性職員を再掲。※再任用職員

53

45

35.9 28.2 22.558.0

36

57.0 55.7 52.1 41.0

62

46
47

50
51

57

37.7

63
64

※

※ ※※

※ ※

※※
※

- 14 -



【Ⅰ総務編】

（３）階級別勤続年数

(4)年度別採用者数と退職者数

(５)派遣（定数外）職員の状況

1
1
1

R5

1 1
1 1

1

1
1

H29

1
1

1

1 1
1 1
1 1

H24

9(1)

5

1 4

11
(1)

13

1

3 9(1)

2

6

9

H25

総職員数
【毎年度４月１日現在】

条例定数

212
(8)

派遣先

1222

2

219
(9)

208
(8)

219
(8)

H28 H30 R1 R3

216
(8)

215
(9)

206

4

1

R4R2

仙台市消防局
県防災航空隊

年度

県消防課
県消防学校（教官）

1
1

2 42

2.9

（　）内は再任用職員を再掲し平均勤続年数からは除外

R7

10

12

7

3

7

7

5

3

86

64

6

10

3

3

36.5

13
（1）

230
(8)

233

10
（4）

230
(8)

235
(7)

12
（2）

227
(8)

9
（2）

10
（3）

13

1

1

3

5

75

9.0

9

10
（3）

23１
(8)

225
(8)

35.7

28

9

19

H26 H27

19

80

20.1

35

32.5

6 38

16.1

10

2

4（１）

7

7(1)

H28 H29

4

20年以上～25年未満

階級

勤続年数

5年未満

5年以上～10年未満

消
防
監

消
防
士

28

14

消
防
正
監

消
防
司
令
長

35年以上～４０年未満 31

1

41

2

　　　　　　　　　　　　年度
　種別

新規採用数

年度内
退職数

再任用職員数

定数外職員数（4/1現在）
【育児休業、県派遣、消防学
校入校中等】

定　年

定年以外

1

38

計

平均勤続年数

４０年以上

3

1

2 5

6

1

11
(1)

21

30年以上～35年未満 24

16

31

20

10年以上～15年未満 46

15年以上～20年未満 36

25年以上～30年未満

（R７.4.1現在）

計

消
防
司
令

20

15

事
務
職
員

1

1

30

消
防
副
士
長

1

消
防
司
令
補

消
防
士
長

1 36

H30 R6

5

17.5

R5R4R3R1 R2

6

24

8.2

18

2302

3

13
（2）

3

2

232
(7)

10 6

4

5

（　）内は女性職員を再掲

23１
(8)

R6 R7

1 1
1 1
1 1

（5）

（5）

（12）

（12）

（3）

（4）

（4）

（3）

- 15 -



【Ⅰ総務編】

1

24

認定救命士（ビデオ喉頭鏡） 27

救急救命士

認定救命士（気管挿管）

認定救命士（薬剤投与）

認定救命士（ブドウ糖溶液投与等）

陸上特殊無線技士（３級）

無
線
技
士 49

56

56

64

救急隊員資格（救急標準課程等）

34

6

11

2

4

2

2

9

24

5

合
計

45 1

9

2115 1

28

階級別

63

資格別

自
動
車
免
許

消
防
正
監

1普通

消
防
監

準中型（5ｔ未満）

中型（８t未満）

中　型

準中型（7.5ｔ未満）

大　型

2

2

2

消
防
士

42

陸上特殊無線技士（１級）

陸上特殊無線技士（２級）

29

3880

1816

155

1313

4

32

2

58

消
防
司
令
補

24

消
防
副
士
長

18

228

消
防
司
令
長

消
防
司
令

6 35 61

消
防
士
長

9

3

1

1

356

203 2

1

38

147

74防火査察

消防用設備等

1 1

1147

80

17

5 1 4

7

5

24

5

34

18

3

18

32

3

2

9 226

1

10 8

10

17

8

3 22 31

1

7

7

2

1 25 1

5 1

43 2

8

100 1 4

13

76 2

3

1

1

1

1

11 2 1

14

194

3

35

4

8

小型移動式クレーン運転技能講習

足場の組立て等作業主任者技能講習

第二種電気工事士

特定化学物質等作業主任者技能講習

特別管理産業廃棄物管理責任者講習

ＭＣＬＳ標準コース

ＪＰＴＥＣプロバイダーコース

ガス溶接技能講習

アーク溶接等特別教育

玉掛け技能講習

酸素欠乏・硫化水素危険作業従事者技能講習

（一級）

（二級）

予防技術資格者

危険物

甲種（各類の累計）
消防設備士

乙種（各類の累計）

ドローン操縦士回転翼３級

危険物取扱者

甲種

乙種（第４類）

乙種（4類以外累計）

伐木等の業務にかかる特別教育

1

3

7 112

医療ガス保安管理技術者講習

1 1

41

522

19

21

6 1

小型船舶操縦士

4 16

12

3 9

1 1

5

251

5

4

5

11

26

5 2

34

34

3

2

113

31

31

2

1

1

2

29

1

3 1

16

1

8

1

43 34

37

26 4

2

10

22

34

72

10

6

46

1

36

27

1

61 2

173 2

36

3

3035

2 2

5 13

13

7

12 3

（R7.4.1現在）(6）職員の技能資格

48 19 11 3

4

9

2

15

4

5

1

1
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【Ⅰ総務編】

(7）職員の教育訓練機関での研修状況

消
防
大
学
校

実
務
講
習

1女性活躍推進コース

2 2

特殊災害科 3

2 2

R6

1

4

2

1

2

4

2

3

8

2

1 2 2

1

4

1

3

3

2

1 1

1

1

1

新任（現任）教官科

4

はしご自動車特別講習

救急救命士再教育講習

救急救命士処置拡大講習

指揮隊長教育講習

救助隊長教育講習

救助隊員再教育講習

1

火災調査科

予防査察科

危険物科

航空隊長コース

自主防災組織育成コース

緊急消防援助隊指揮隊長コース

消防団活性化推進コース

初級幹部科

中級幹部科

上級幹部科

2

3

1

薬剤投与特別講習

救急科

救急隊員再教育講習

宮
城
県
消
防
学
校

特
別
教
育

通信指令員教育講習

警防科

1

1

10

幹
部
教
育

2

4

38

年度別
教育機関別

上級幹部科

幹部科

予防科

総
合
教
育

初
任
総
合

専
科
教
育

専
科
教
育

救助科

救急科

3 9 10

H27 H28 H29

危険物科

火災調査科

H30

1

初任科・救助科

救急科

警防科

査察業務マネジメントコース

2 2 2

2 2 2

4 4

1

3

1

4 2

2

11

1

1

1

2

2

1

1

4 4

3

1

5 7

R3 R4R1 R2

5

2

1

5 7

1

8 7

R5

2

9 10 10 8 7 5

2

2

2 2 2

2

2 2 2 2

2 2 2

2

2

8 20 2

4 4

2

4 4

8

2

2

2

2 2 2

2

2 2
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【Ⅰ 総務編】

 (1) 令和7年度予算

 (2) 決算の状況 （単位：千円）

1,767,579 1,773,614 1,690,269 1,730,115 1,768,215
119,711 156,634 167,141 139,248 130,742
70,649 31,976 39,139 42,226 41,323
14,395 12,871 11,929 13,109 16,754
36,018 76,453 97,940 105,130 138,732
95,639 99,252 113,279 112,823 113,710
51,013 60,287 100,003 100,005 50,007
40,085 25,432 0 0 0

2,195,089 2,236,519 2,219,700 2,242,656 2,259,483
2,089,654 2,126,421 2,069,941 2,104,170 2,137,903

3,650 4,001 3,055 3,694 3,239
0 3,727 1,785 23 0

978 10,387 11,351 10,490 17,143
107 155 438 742 1,746

17,786 0 100,000 73,173 17,000
10,920 11,770 7,999 7,538 7,610
16,163 49,857 17,864 18,136 16,057
97,600 62,200 49,800 60,300 87,300

2,236,858 2,268,518 2,262,233 2,278,266 2,287,998
41,769 31,999 42,533 35,610 28,515

計
歳入歳出差引額

繰越金
諸収入
組合債

歳
　
　
　
入

繰入金

使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入

普通建設事業費
公債費

災害復旧費
計

分担金及び負担金

R4 R5

歳
　
　
　
出

人件費

補助費等

性質別
年度 H31 R2 R3

積立金

物件費
維持補修費

7　財政（消防費関係）状況

分担金及び負担金

23億9879万9千円

(54.90%)

使用料及び手数料,321万7千円（0.07%）

国庫支出金, 1万7千円 (0.000%)

県支出金, 799万2千円（0.18%）

財産収入,31万1千円（0.01%）

繰入金,3000万0千円（0.69%）

繰越金, 400万0千円（0.09%）

諸収入,1710万3千円（0.39%）

組合債.19億0790万0千円 (43.67%)

歳入
43億

6,933万円

人件費, 

18億8646万4千円 (43.2%)

物件費, 1億7991万1千円( 7.8%)

維持補修費, 529万6千円, 

(0.1%)

補助費等, 1945万9千円 (0.4%)

普通建設事業費, 20億4403万6千円, 

(46.8%)

公債費, 1億7416万3千円, (4.0%)

積立金, 5001万0千円 (1.1%)

予備費, 1000万円 (0.4％)

歳出
43億

6,933万
円

-18-



【Ⅰ 総務編】

締結年月日 協定等の名称
　協定団体、関係機関等
（名称又は商号は、協定締結日の表
記としております。）

協　定　等　内　容

S47.8.18 消防相互応援協定  岩沼市
隣接区域等での火災、救急業務及び
その他の災害への相互応援

S49.6.1 消防相互応援協定  相馬地方広域市町村圏組合
隣接区域等での火災、救急業務及び
その他の災害への相互応援

S50.4.1
高速自動車国道における救急業
務に関する覚書

 日本道路公団東京第二管理局
火災，救急業務及びその他災害への
対応

S50.4.1 消防相互応援協定  伊達地方消防組合
隣接区域等での火災、救急業務及び
その他の災害への相互応援

S50.4.1
東北自動車道内消防相互応援協
定

 伊達地方消防組合
東北自動車道，国見・白石ＩＣ間の
消防業務処理

S51.7.23 消防相互応援協定  亘理地区行政事務組合
隣接区域等での火災、救急業務及び
その他の災害への相互応援

S56.4.2
有料道路笹谷トンネル管理用通
信施設の便宜供与協定

・日本道路公団仙台建設局
・山形市

笹谷トンネル内の災害を処理するた
めの無線通信施設の使用

S56.4.8 消防相互応援協定  山形市
隣接区域等での火災、救急業務及び
その他の災害への相互応援

S57.4.1
ガス漏れ，爆発時の事故対策協
定

 圏域内関係ガス会社８社
ガス漏れ，爆発事故災害の防ぎょ及
び処理

S63.7.1
H21.9.1改
R5.3.20改

東北自動車道における消防業務
に関する覚書

・仙台市
・名取市
・栗原地域広域行政事務組合
・大崎地域広域行政事務組合
・黒川地域行政事務組合
・日本道路公団仙台管理局

東北自動車道における火災・救急業
務及びその他の災害の処理

S63.7.1
H21.9.1改

東北自動車道宮城県消防相互応
援協定

・仙台市
・名取市
・栗原地域広域行政事務組合
・大崎地域広域行政事務組合
・黒川地域行政事務組合

東北自動車道における火災、救急業
務及びその他の災害への相互応援

S63.11.1
山形自動車道における消防業務
に関する覚書

・仙台市
・名取市
・日本道路公団仙台管理局

山形自動車道における消防業務

S63.11.1
山形自動車道宮城県消防応援協
定

・仙台市
・名取市

山形自動車道における火災、救急業
務及びその他の災害への相互応援

H2.10.4
東北自動車道及び山形自動車道
の救急業務に関する覚書

・仙台市
・日本道路公団仙台管理局

山形自動車道における救急業務

H4.4.1
(R1.4.1)

宮城県広域消防相互応援協定
(岩沼市・亘理地区広域化による)

・宮城県及び県内12消防本部
・(宮城県及び県内11消防本部)

大規模災害又は特殊な災害について
県内全般にわたる相互応援

H4.4.1
(R1.4.1)

宮城県広域航空消防応援協定
(岩沼市・亘理地区広域化による)

・宮城県
・県内消防本部

県防災ヘリコプターの応援

８　消防応援協定等の締結状況
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【Ⅰ 総務編】

締結年月日 協定等の名称
　協定団体、関係機関等
（※協定団体の名称又は商号は、協
定締結日におけるものである。）

協　定　等　内　容

H8.11.11 消防相互応援協定  福島市
隣接区域等での火災、救急業務及び
その他の災害への相互応援

H8.11.11 消防相互応援協定  上山市
隣接区域等での火災、救急業務及び
その他の災害への相互応援

H9.7.11
蔵王刈田山頂付近における災害
出動について（申し合わせ）

 上山市消防本部
山頂付近の災害出場区域と相互応援
について

H10.2.20
携帯電話等からの119番通報転送
等に関する協定

・亘理地区行政事務組合
・名取市
・岩沼市

管轄区域外から受信した携帯電話及
び自動車電話からの119番通報の転送
又は伝達

H10.2.24
消防本部間における119番通報の
転送等に関する覚書

 県内12消防本部
管轄区域外から受信した119番通報の
転送又は伝達

H13.4.1
(R1.4.1)

宮城県内航空消防応援協定書
(岩沼市・亘理地区広域化によ
る)

 仙台市
消防ヘリコプターを用いた災害の応
援

H14.11.29
山形自動車道笹谷インター，山
形蔵王インター間における救急
業務覚書

・山形市
・日本道路公団東北支社

管轄区域の救急業務の処理

H14.11.30
山形自動車道笹谷インター，山
形蔵王インター間における消防
相互応援協定書

 山形市
応援区域における火災，救急又はそ
の他の災害の消防及び救急業務の相
互応援

H17.3.14
H25.7.1改

仙台東部道路及び仙台南部道路
における消防業務に関する覚書

・仙台市
・名取市
・日本道路公団東北支社

管轄区域の消防及び救急業務の処理

H17.3.15
H25.7.1改

仙台東部道路及び仙台南部道路
消防相互応援協定

・仙台市
・名取市

応援区域における火災，救急又はそ
の他の災害の消防及び救急業務の相
互応援

H21.12.25
鉄道災害時における鉄道事業者
と消防機関との連携に関する協
定書

・県内12消防本部
・鉄道事業者７社

鉄道災害発生時における鉄道事業者
と消防機関との連携

H22.9.24
角田山元トンネルの押しボタン
式通報装置に関する覚書

・宮城県大河原土木事務所
・角田警察署及び亘理警察署
・亘理地区行政事務組合消防本部

トンネル内災害時の非常通報におけ
る道路管理者、警察署及び消防機関
との連携

H23.3.7
みやぎ県南中核病院とのドク
ターカーに関わる相互応援協定

 みやぎ県南中核病院 ドクターカーを用いた相互応援

H25.4.1 消防相互応援協定  置賜広域行政事務組合消防本部
隣接区域等での火災、救急業務及び
その他の災害への相互応援

H25.3.22
仙台市ガス局とのガス災害対策
に関する業務提携

 仙台市ガス事業管理者
川崎町支倉地区におけるガスに起因
する災害の未然防止や被害の軽減に
かかる業務協定

H26.1.17
公立刈田綜合病院とのドクター
カーに関わる相互応援協定

 公立刈田綜合病院 ドクターカーを用いた相互応援

H30.3.1
東北中央自動車道（相馬福島道
路）における消防業務に関する
覚書

 相馬地方広域市町村圏組合
東北中央自動車道（相馬福島道路）
における消防業務について
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【Ⅰ 総務編】

締結年月日 協定等の名称
　協定団体、関係機関等
（※協定団体の名称又は商号は、協
定締結日におけるものである。）

協　定　等　内　容

R1.5.16
災害時における消防用水等の確
保に関する協定

宮城県南生コンクリート協同組合
災害発生時における消防用水及び砂
の供給の協力

R5.11.30
救急用自動車同乗実習に関する
協定

陸上自衛隊第２施設団及び船岡駐
屯地

自衛隊員の災害対応能力の向上及び
救急隊員と自衛隊員の連携強化
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Ⅱ 予防編

第４６回 防火・防災ポスターコンクール 最優秀賞



　



【Ⅱ予防編】

5,880 1,109 933 623 126 755 412 1,119 414 389

イ 14 2 3 1 2 2 2 2

ロ 36 7 5 1 1 3 4 6 6 3

イ 2 2

ロ 15 4 5 2 3 1

ハ

ニ 3 2 1

イ 1 1

ロ 138 32 18 28 4 29 4 9 10 4

334 71 72 15 1 77 17 54 14 13

イ 260 21 9 148 11 1 4 5 54 7

ロ 1,030 181 135 44 5 178 61 370 21 35

⑴ 3 1 1 1

⑵ 1 1

⑶ 17 7 3 1 1 2 2 1

⑷ 70 15 8 4 1 18 5 15 1 3

⑴ 88 17 18 9 2 12 5 12 5 8

⑵

⑶

⑷

⑸ 15 5 5 1 1 3

⑴ 36 11 6 3 1 6 3 4 2

⑵

⑶ 46 14 8 2 1 6 1 10 1 3

⑷ 7 1 3 3

⑸ 90 40 9 8 11 5 11 5 1

ニ 24 2 7 1 1 1 10 2

252 62 26 16 8 37 17 51 15 20

19 3 3 2 1 1 4 2 3

イ 4 1 1 1 1

ロ 10 1 5 1 3

4 2 2

84 26 12 8 2 7 7 14 3 5

イ 1,001 194 202 92 16 95 84 167 58 93

ロ

イ 67 9 5 6 8 11 4 7 12 5

ロ

633 111 106 74 13 63 55 114 53 44

1,133 181 208 109 38 131 77 182 106 101

イ 259 56 30 22 9 37 22 44 22 17

ロ 143 28 18 14 3 21 23 18 6 12

41 3 7 7 9 9 6

イ以外の複合用途

17 文化財

13
自動車車庫又は駐車場

飛行機等の格納庫

14 倉庫

15 前各号に該当しない事業場

16
特定複合用途

10 車両の停車場等

11 神社・寺院等

12
工場・作業場

映画スタジオ等

9
蒸気、熱気浴場等

イ以外の公衆浴場

ハ

老人デイサービスセンター等

更生施設

助産施設、保育所等

児童発達支援センター等

身体障害者福祉センター等

6

幼稚園又は特別支援学校

7 小・中・高・大・各種学校等

8 図書館・博物館等

障害児入所施設

障害者支援施設

イ

特定病院 【避難のために介助が必要】

特定診療所 【避難のために介助が必要】

非特定医療機関(有床) 【火災延焼抑制ができる体制】

非特定医療機関(無床) 【診療所・助産所】

ロ

特別養護老人ホーム等

救護施設

乳児院

5
旅館・ホテル等

下宿・共同住宅等

合 計

1
劇場・映画館等

公会堂・集会場

3
待合・料理店等

飲食店

カラオケボックス等

4 百貨店・マーケット等

2

キャバレー・カフェー等

遊技場･ダンスホール

性風俗関連特殊営業店舗

丸
森
町項 別

柴
田
町

川
崎
町

1　市町別防火対象物数

（R7.3.31現在）

市 町 別
計

白
石
市

角
田
市

蔵
王
町

七
ヶ
宿
町

大
河
原
町

村
田
町
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【Ⅱ予防編】

（R6.4.1～R7.3.31）

白　石 角　田 柴　田 大河原
消防署 消防署 消防署 消防署

5,749 1,855 1,260 1,053 1,581
1 99 38 22 26 13
2 294 95 80 55 64
3 1 1
4 263 100 66 32 65
5 1,620 531 314 299 476
6 全体消防計画作成（変更）届出

7 消防計画作成（変更）届出 407 108 70 96 133
8 統括防火管理者選任（解任）届出

9 防火管理者選任（解任）届出 339 90 67 84 98
10 全体消防計画作成（変更）届出

11 消防計画作成（変更）届出 6 4 2
12 統括防災管理者選任（解任）届出

13 防災管理者選任（解任）届出 2 2
14 3 1 2
15 25 25
16
17
18 17 5 5 3 4
19
20 73 26 14 14 19
21 4 2 2
22 1,437 414 353 278 392
23 55 30 4 12 9
24 1 1
25
26 74 22 14 14 24
27 70 23 18 8 21
28
29
30 296 85 100 20 91
31 55 13 10 32
32 5 2 3
33 1 1
34 40 5 12 7 16
35 105 30 18 8 49
36 79 20 35 13 11
37 30 9 12 4 5
38 14 7 7
39 1 1
40 9 2 2 1 4
41
42 1 1
43
44 2 1 1
45 2 1 1
46 6 1 1 4
47 20 4 6 4 6
48 67 31 12 19 5
49 2 2
50 133 67 12 32 22
51 1 1
52 31 10 12 4 5
53 59 58 1

許可指令書等再交付申請

防火管理者証再交付申請

危険物製造所等軽微な変更届

その他

危険物製造所等譲渡引渡届

危険物製造所等品名・数量又は倍数変更届

危険物保安監督者選任・解任届

危険物製造所等使用休止・再開届

危険物製造所等名称等変更届

危険物製造所等災害発生届

予防規程認可申請

　　　　　　〃　　　　廃止届出

液化石油ガス設備工事届出

液化石油ガス設備工事事業届
特定液化石油ｶﾞｽ設備工事事業届出(開始･変更･廃止)

水道断水・減水届

道路工事届

露店等の開設届

少量危険物貯蔵取扱い届出

　　　　　　〃　　　　廃止届出

指定可燃物貯蔵取扱い届出

火災とまぎらわしい煙等届出

煙火打ち上げ等届

消防訓練実施計画・結果報告書

圧縮アセチレンガス等の貯蔵又は取扱届出

喫煙等使用承認申請

火災予防上必要な業務に関する計画提出

炉・ボイラー等設置届

催物開催届

防災管理点検報告

防火対象物使用開始届

消防用設備等点検結果報告届

防
火

防
災

自衛消防組織設置（変更）届出

消防法令適合通知書交付申請

表示マーク交付申請

表示制度対象外施設申請

防火対象物点検報告特例認定申請

防災管理点検報告特例認定申請

防火対象物点検報告

燃料電池発電・蓄電池等設置届
ネオン管灯設備設置届
水素ガスを充填する気球の設置届

消防用設備等設置届

消防用設備等特例規定適用願

　届　出　等　別

合　　　　　　　計

工事整備対象設備等着工届

2　予防関係各種届受理状況

署　　別　　 計
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【Ⅱ予防編】

⑴

⑵

⑶

⑷

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

そ　　の　　他 14 5 2 1 6
専用住宅・長屋 79 30 14 17 18

6
3

4
1

イ以外の複合用途 3 1 2
16

イ 特定複合用途 6 1 4
ロ

15 前各号に該当しない事業場 29 10 9

12
イ 工場・作業場 17 4 5

14 倉庫 11 7

13
イ 自動車車庫又は駐車場 9 2
ロ 飛行機等の格納庫

1

老人デイサービスセンター等

7 小・中・高・大・各種学校等

5

11 神社・寺院等 1 1
10 車両の停車場等

2

4 4
ロ 映画スタジオ等

9
イ 蒸気、熱気浴場等

ロ イ以外の公衆浴場

8 図書館・博物館等

6

イ

ハ

身体障害者福祉センター等

ニ 幼稚園又は特別支援学校

1 1

2
児童発達支援センター等

助産施設，保育所等 2
厚生施設

障害児入所施設

障害者支援施設

ロ

特別養護老人ホーム等

乳児院

非特定医療機関(無床) 【診療所・助産所】 1 1

非特定医療機関(有床) 【火災延焼抑制ができる体制】

救護施設

特定診療所 【避難のために介助が必要】

5
3寄宿舎・共同住宅等

ロ

4 百貨店・マーケット等 7

3
特定病院 【避難のために介助が必要】

5 2

3
イ 待合・料理店等

ロ

飲食店 1 1

5
イ 旅館・ホテル等 5

イ キャバレー・カフェー等

ロ 遊技場・ダンスホール

1
イ 劇場・映画館等

ロ 公会堂・集会場 1

ニ カラオケボックス等

合　　　　　　　計 190 74 41 30 45

ハ 性風俗関連特殊営業店舗

1

2

3
41 42

3 76

　　　　　　　　　　　　　　　　　署　　　別 合　　計 白石消防署 角田消防署 柴田消防署 大河原消防署

59 78

(2)　用途別 （R6.4.1～R7.3.31 ）

67 62 88

柴田消防署 28
46 77

20 1 7 38
大河原消防署 45 39

合計 188 162

角田消防署 41 36 1 4
白石消防署 74 67 1 2

6 307

101
4

25813 7 210

工事種別 令和５年度 R5
年度

R4
年度

R3
年度計 用途変更等

計画通知・許可
等

3　建築同意事務処理状況　
(1)　署別 （R6.4.1～R7.3.31 ）

新築 増築 改築署別

用途別
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【Ⅱ予防編】

26 14 1 44 4 17 19 26

18 11 1 29 2 25 15 18

3 15 24 2 34 3 21 10 15

1 9 1 2 1

1 2 1 13 2 8 10 6

5 19 25 11 1 1 2 15 14

1 32 8 1 33 1 2 16 16 23

3 6 1 20 2 18 13 6

9 1 10 1 12 13 10

10 125 89 7 203 2 17 120 113 119

仮 使 用 承 認 申 請 19 3 9 5

水 張 ・ 水 圧 検 査 申 請 6 5 1

合 計 104 30 31 13 30

仮 貯 蔵 ・ 仮 取 扱 承 認 申 請 8 1 1 6

9 4

2

1 2

1

1 4

取扱所
設 置 1

変 更 16 3

完

成

検

査

製造所
設 置

貯蔵所
設 置 5 2

変 更 9 4

変 更 2 1 1

1 2

変 更 12 1 3 4

8 2 5

変 更 2 1 1
許

可

申

請

製造所
設 置

貯蔵所
設 置 6 3

4

取扱所
設 置

変 更 18 3

5　危険物規制事務処理状況
（R6.4.1～R7.3.31）

署　　別
計 白石消防署 角田消防署 柴田消防署 大河原消防署

種　　別

村 田 町 93

柴 田 町 133

川 崎 町 69

丸 森 町 56

合　　　計 805

蔵 王 町 127

七 ヶ 宿 町 14

大 河 原 町 43

白 石 市 151

角 田 市 119

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋

内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

4　市町別危険物施設数
（R7.3.31現在)

計

製

造

所

貯 蔵 所 取 扱 所

製造所等別 一

般

取

扱

所

市 町 別

販

売

取

扱

所

屋

外

貯

蔵

所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

給

油

取

扱

所
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【Ⅱ予防編】

（１）防火対象物

署別

件数、人員

1,029 2,341 252 516 186 398 197 429 394 998

イ 7 14 2 4 3 6 1 2 1 2

ロ 24 54 7 14 6 14 3 6 8 20

イ

ロ 5 10 2 4 1 2 1 2 1 2

ハ

ニ 2 5 1 3 1 2

イ

ロ 29 60 8 17 3 6 3 6 15 31

109 240 21 42 23 49 16 45 49 104

イ 32 64 16 32 6 12 3 6 7 14

ロ 29 59 1 2 2 4 20 40 6 13

⑴ 特定病院 【避難のために介助が必要】 2 5 1 2 1 3

⑵ 特定診療所 【避難のために介助が必要】 1 2 1 2

⑶
非特定医療機関(有床)
【火災延焼抑制ができる体制】 10 22 5 10 3 6 2 6

⑷ 非特定医療機関(無床) 【診療所・助産所】 18 40 3 7 2 4 7 14 6 15

⑴ 特別養護老人ホーム等 28 59 9 18 10 23 9 18

⑵ 救護施設

⑶ 乳児院

⑷ 障害児入所施設

⑸ 障害者支援施設 4 8 3 6 1 2

⑴ 老人デイサービスセンター等 9 19 3 7 2 4 4 8

⑵ 更生施設

⑶ 助産施設、保育所等 10 21 3 6 1 2 2 4 4 9

⑷ 児童発達支援センター等 1 2 1 2

⑸ 身体障害者福祉センター等 25 56 11 24 2 5 8 18 4 9

ニ 8 21 8 21

65 156 16 32 7 14 1 2 41 108

10 20 2 4 7 14 1 2

イ 2 4 1 2 1 2

ロ 3 6 1 2 1 2 1 2

4 8 4 8

18 36 5 10 1 2 6 12 6 12

イ 149 396 32 69 34 72 40 88 43 167

ロ

イ 19 42 6 12 1 2 2 4 10 24

ロ 1 2 1 2

107 249 14 28 28 58 27 60 38 103

171 384 39 80 30 68 24 48 78 188

イ 64 139 20 38 5 11 10 20 29 70

ロ 30 72 10 22 5 11 6 13 9 26

33 66 7 14 3 6 4 8 19 3817 文化財

13
自動車車庫又は駐車場

飛行機等の格納庫

14 倉庫

神社・寺院等

12
工場・作業場

映画スタジオ等

16
特定複合用途

イ以外の複合用途

8 図書館・博物館等

9
蒸気、熱気浴場等

イ以外の公衆浴場

15 前各号に該当しない事業場

10 車両の停車場等

11

6

イ

ロ

ハ

幼稚園又は特別支援学校

7 小・中・高・大・各種学校等

3
待合・料理店等

飲食店

4 百貨店・マーケット等

5
旅館・ホテル等

寄宿舎・共同住宅等

2

キャバレー・カフェー等

遊技場・ダンスホール

性風俗関連特殊営業店舗

カラオケボックス等

項　　　別

合 計

1
劇場・映画館等

公会堂・集会場

査

察

人

員

査

察

件

数

査

察

人

員

査

察

件

数

査

察

人

員

査

察

件

数

査

察

人

員

査

察

件

数

査

察

人

員

査

察

件

数

6　立入検査実施状況

（R6.4.1～R7.3.31)

合計 白石消防署 角田消防署 柴田消防署 大河原消防署
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【Ⅱ予防編】

(2) 危険物施設

5 20 5 20

42 107 7 16 6 10 17 38 12 43

31 110 3 6 1 2 6 12 21 90

3 6 2 4 1 2

60 125 24 50 10 19 9 20 17 36

1 4 1 4

77 164 19 38 24 61 15 25 19 40

6 14 2 4 2 4 2 6

52 117 13 27 11 24 8 16 20 50

42 108 12 25 9 20 6 13 15 50

319 775 80 166 61 136 65 132 113 341

(３）少量危険物施設等

165 353 57 123 22 50 22 44 64 136

13 29 3 8 1 2 6 12 3 7

33 71 1 2 5 12 8 16 19 41

45 96 21 43 3 6 21 47

256 477 82 104 28 64 39 78 107 231

500㎏を超えるもの(液石法関係)

　件数、延人員 査
察
件
数

査
察
人
員

査
察
件
数

査
察
人
員

合　　　　　　　　　　計

施設別

少 量 危 険 物 施 設

指 定 可 燃 物 施 設

高 圧 ガ ス 施 設

署　　　別 計 白石消防署 角田消防署 柴田消防署 大河原消防署

査
察
件
数

取

扱

所

給 油 取 扱 所

第 １ 種 販 売 取 扱 所

第 ２ 種 販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所

合　　　　　　　　　　計

（R6.4.1～R7.3.31)

査
察
人
員

査
察
件
数

査
察
人
員

査
察
件
数

査
察
人
員

製 造 所

貯

蔵

所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

査

察

人

員

査

察

件

数

査

察

人

員

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

件数、延人員
査

察

件

数

（R6.4.1～R7.3.31)

署　　　別 計 白石消防署 角田消防署 柴田消防署 大河原消防署

査

察

件

数

査

察

人

員

査

察

件

数

査

察

人

員

製造所等別

査

察

件

数

査

察

人

員

- 27 -



【予防編】

（１）許可等事務

署　　別

種　　別

（２）検査等事務

43 88 22 43 13 26 3 6 5 13

6 12 2 4 4 8

火薬類施設等・煙火消費場所
（立入検査）

火薬庫（保安検査）

検
査
人
員

検
査
件
数

検
査
人
員

検
査
件
数

合               計 83 8 66 3 6

検
査
人
員

対 象 別

件数、延人員 検
査
件
数

検
査
人
員

検
査
件
数

検
査
人
員

検
査
件
数

（R6.4.1～R7.3.31）

署　　　別 合 計 白石消防署 角田消防署 柴田消防署 大河原消防署

火薬庫保安検査 4 2 2

製造施設保安検査 2 1 1

煙火の消費許可 47 5 33 3 6

輸入許可（その他）

輸入許可（薬量25ｋｇ以下）

譲受許可（その他） 28 28

火薬庫変更完成検査

譲受許可（薬量25ｋｇ以下）

譲受許可（火工品のみ）

火薬庫完成検査

譲渡許可 2 2

火薬庫設置移転の許可

製造施設完成検査

火薬庫変更許可

火薬庫設置許可

7　火薬類関係事務処理状況
             （手数料徴収対象のみ）

（R6.4.1～R7.3.31）

計
白石消防署 角田消防署 柴田消防署 大河原消防署

販売営業許可（その他）

販売営業許可（競争用紙雷管のみ）

製造許可
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【予防編】

8　民間防火組織等の現況

9　住宅用火災警報器の設置状況調査結果

設置率(％)

70.6 93.4 66.2

仙 南 宮城県 全 国

条例
適合率(％)

設置率(％)
条例

適合率(％)

名　　　　　称 設立年月日 会員数

S47.8.3 (48)

84.5

条例
適合率(％)

45.2

設置率(％)

92.4

　　　　　〃　　　　　角田支部 S45.4.1 (53)
　　　　　〃　　　　　柴田支部 S45.9.1 (43)

仙南地方危険物安全協会 S36.9.18 (217)
　　　　　〃　　　　　白石支部 S45.12.10 (73)

　　　　　〃　　　　　大河原支部

（R6.6.1現在）

計 315 46,488 27 1,416

（２）その他の団体 （R7.3.31現在）

川崎町 20 1,985 1 93

丸森町 6 3,026 3 110

会員数

柴田町 35 10,181 7 305

村田町 25 2,046 2 125

大河原町 43 10,553 4 303

七ヶ宿町 1 24

（１）防火クラブ等 （R7.3.31現在）

組織別 女性防火クラブ 幼年消防クラブ

蔵王町 27 2,860 1 81

角田市 80 10,774 2 178

白石市 79 5,063 6 197

市町別 クラブ数 会員数 クラブ数
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【予防編】

84

213 83

29,708 0 3,538 2,205 674 6,324

282 150 76

104 60 30 67

173 80

4,494 1,085 1,831

158 242

30

3,361

45

6,196

45 106

回数 1

合　計

回数 571 0

参加人数 5

参加人数

指導職員数 3

指導職員数 1,457 0

14

1

13

1

1 2

14

30

2

各種団体

その他

3

1

指導職員数 43 2 22

11

参加人数 430 20 258 88

8 3回数 15

21

参加人数 0
防火管理者

協議会

回数 0

危険物
安全協会

指導職員数 0

指導職員数 0

参加人数 0

回数 0

3

参加人数 502 502 600

74 56 37

500 1,045

10 11 2 9

24

6 10

22

4,877 905 500 323

37

幼少年
消防クラブ

指導職員数 355 50

参加人数 733 119

消防団

回数 66 15

55

1

指導職員数 28 12 16

1回数 9

104 26 10

614

8

11 10

4

10

1

婦人
防火クラブ

回数 13 2 5 1

10 6 13 2

31

624

3

2

636 191 360

7

1

参加人数

指導職員数 62 14 4 10

395 291

56

93

91

回数

乳幼児等

指導職員数 35 3

2

12

1,789 1,202参加人数 137232 488
小学生
中学生

高校生等

参加人数 2,792 202

275 44

43

2,718

5 3

1932 9 26

356 485

21

919

6 13 4

25

回数 111 27 14 23 10

指導職員数 514 78 51 24 73

7

15指導職員数 276 99

34

参加人数 10,166 1,714

8,326

7

防火対象物

39 94 81 49

回数 259 35

67

14 26 19

11

1,709 305 303966 189 1,900 692 2,388

11 32 19 56 32 29

24 11 4指導職員数

3 2 7 8

220

15 25

324 310 420 388

3

7 2

参加人数

17

2,104 298

蔵
王
出
張
所

七
ヶ
宿
出
張
所

丸
森
出
張
所

52

村
田
出
張
所

川
崎
出
張
所

9

25

10　防災訓練、防火講話等指導実施状況
（R6.4.1～R7.3.31）

　　　　　　　　署所別

計

消
防
本
部

白
石
消
防
署

角
田
消
防
署

柴
田
消
防
署

大
河
原
消
防
署

　
　　区　　分

一般住民

回数 66

141

11
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Ⅲ 警防編

【令和６年度 消防長査閲訓練】



　



【Ⅲ警防編】

３  各種調査及び教養訓練実施状況
（R6.1.1～R6.12.31）

区分 合計 地水利調査 火災原因調査 警防調査 消防･自治
関係法令

1,181延 人 数 2,331 777 211 37 125

一般教養

回 数 668 369 50 14 40 195

222

延 人 数 18,471 64 311 95 300 567 607 15,926 601

回 数 4,997 7 23 13 56 87 99 4,490

２　 警防訓練実施状況
（R6.1.1～R6.12.31）

区分 合計 総合訓練 規律訓練 操法訓練 放水訓練 防ぎょ訓練 救急訓練 救助訓練 走行訓練

合　　　　　　　計 10,943 11,957 33,130

60 60 241
その他 858 954 2,134

38

救　　　　　　　急 9,133 9,133 27,703

その他

各種事故等調査確認 29 31 75
火災の誤認・誤報等

小　　計 947 1,045 2,450

遭難捜索（水難、山岳等） 2 4 14

救助

火災 0 0 0
交通事故

その他 48 437 159
小　　計 111 722 961

60 272 764
水難事故 3 13

677 791 1,269
小　　計 689 803 1,293

特別警戒

異常気象時 6 6 11
催物 6 6 13
年末年始等

風　　水　　害 5 5 11

7 37 107
その他 15 35 102

火災

建物 29 145 412
林野 5 28 77
車両

１　災害等の出動状況
（R6.1.1～R6.12.31）

災　害　等　種　別 出動回数 出動車両台数 出動延べ人員数

小　　計 56 245 698
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【Ⅲ警防編】

54 12 1 1 2 11 1 1 5 5 4 2

5 1 1 1 2

9 2 2 1 1

4 1 1 1

3 1 1 1

7 1 1 1 1 1

4 2 1 1

6 1 1 1 1 1

1

9 2 1 1 2 1 1

3 1 1 1

3 1 1 1

村田出張所

大
河
原
消
防
署

本 署 1

川崎出張所

柴
田
消
防
署

本 署 1

槻木派出所 1

丸森出張所

白

石

消

防

署 七ヶ宿出張所

角
田
消
防
署

本 署 1 1

消 防 本 部

1

蔵王出張所 1

本 署 1 1

消
防
指
揮
車

所　属　別

合 計 2 4 1 1

救
助
工
作
車

資
機
材
搬
送
車

救
急
自
動
車

人
員
輸
送
車

消
防
支
援
車

1

　4　消防車両

（１）配置状況 （R7.4.1現在)

車　種　別

合
　
　
　
　
　
　
計

消防ポンプ
自動車

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車

屈
折
は
し
ご
付
消
防
自
動
車

は
し
ご
付
消
防
自
動
車

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

消
防
広
報
車

消
防
査
察
車

連
絡
車
等普

　
通

救
助
資
機
材
付

水
槽
付
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【Ⅲ警防編】

（２）車両種別 （R7.4.1現在)

種　　別 車名
初年度
登   録

ぎ装
メーカー

緊急消防
援助隊

登録車両
摘　　　要

指揮車 トヨタ Ｈ29.12 〇 ワゴンタイプ、５人乗り

消防支援車 三菱 R４．10 ワゴンタイプ、８人乗り

人員輸送車 トヨタ Ｈ25.2 〇 ２１人乗り、総務省貸与

連絡車 トヨタ Ｈ22.7 ハイブリッﾄﾞタイプ

中継所点検車 スズキ Ｈ27.6 軽トラック

屈折はしご付消防自動車 日野 Ｈ25.3 モリタ ２５ｍ級、水路管付

消防化学車 日野 Ｈ25.12 モリタ 水1,000ℓ原液300ℓ CAFS

水槽付消防ポンプ自動車 日野 Ｈ26.9 モリタ 〇 水2,000ℓ、CAFS

消防ポンプ自動車 日野 R3.2 モリタ 〇 水600ℓ、CAFS

消防ポンプ自動車 日野 Ｈ22.12 ＧＭ CD-Ⅰ

高規格救急自動車 日産 Ｈ29.1 〇 ４ＷＤ

高規格救急自動車 トヨタ R４．２ ４ＷＤ

指揮車 スズキ Ｈ25.1 ワゴンタイプ、８人乗り

査察車 日産 Ｈ26.1 軽ワゴン

水槽付消防ポンプ自動車 いすゞ Ｈ21.1 モリタ 水1,500ℓ、４ＷＤ

消防ポンプ自動車 日野 Ｈ20.3 ＧＭ CD-Ⅰ

高規格救急自動車 トヨタ R3.3 ４ＷＤ

広報車 スズキ Ｈ28.9 ＳＵＶタイプ

消防ポンプ自動車 日野 Ｒ6.1 モリタ 水600ℓ、CAFS

高規格救急自動車 日産 Ｈ28.1 ４ＷＤ

広報車 スズキ Ｈ28.9 ＳＵＶタイプ

水槽付消防ポンプ自動車 日野 Ｈ25.3 モリタ 水2,000ℓ、CAFS

消防ポンプ自動車 日野 Ｈ30.1 モリタ 〇 水600ℓ、CAFS

消防ポンプ自動車 日野 Ｈ23.1 ＧＭ CD-Ⅰ、救助資機材搭載

資器材搬送車 日野 R3.10 ４ＷＤ、油圧マルチゲート

高規格救急自動車 トヨタ R1.11 〇 ４ＷＤ

指揮車 ホンダ Ｈ27.2 ワゴンタイプ、８人乗り

査察車 スズキ Ｒ6.９ 軽ワゴン

消防ポンプ自動車 日野 Ｈ29.3 モリタ 〇 水600ℓ、CAFS

消防ポンプ自動車 日野 Ｈ21.12 モリタ CD-Ⅰ

高規格救急自動車 トヨタ Ｈ29.12 ４ＷＤ

広報車 スズキ Ｈ24.2 ワゴンタイプ、８人乗り

角
田
消
防
署

本署

丸森出張所

所　　属

消防本部

白
石
消
防
署

本　　　署

蔵王出張所

七ヶ宿出張所
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【Ⅲ警防編】

種　　別 車名
初年度
登   録

ぎ装
メーカー

緊急消防
援助隊

登録車両
摘　　　要

水槽付消防ポンプ自動車 日野 Ｈ28.2 モリタ 〇 水2,000ℓ、CAFS

消防ポンプ自動車 日野 R6.12 モリタ CD-Ⅰ

高規格救急自動車 日産 Ｒ6.2 ４ＷＤ

資機材搬送車 日野 Ｈ25.12 〇 ２ｔ、パワーゲート

指揮車 日産 Ｈ26.2 ワゴンタイプ、８人乗り

査察車 スズキ Ｈ21.3 軽ワゴン

消防ポンプ自動車 日野 Ｈ29.3 モリタ CD-Ⅰ救助資機材搭載

はしご付消防自動車 いすゞ Ｈ15.2 モリタ 〇 ３０ｍ級

救助工作車 日野 Ｈ28.3 平和機械 〇 Ⅱ型

小型動力ポンプ付水槽車 日野 Ｈ30.3 モリタ 水10,000ℓ

消防ポンプ自動車 日野 Ｈ31.2 モリタ 〇 水600ℓ、CAFS

消防ポンプ自動車 日野 Ｒ6.1 モリタ CD-Ⅰ

高規格救急自動車 トヨタ Ｒ5.3 ４ＷＤ

高規格救急自動車 トヨタ Ｈ25.3 ４ＷＤ、予備救急車

指揮車 トヨタ Ｒ1.9 ワゴンタイプ、５人乗り

査察車 スズキ Ｈ20.2 軽ワゴン

消防ポンプ自動車 日野 Ｒ4.12 モリタ 水600ℓ、CAFS

高規格救急自動車 トヨタ Ｈ30.10 ４ＷＤ

広報車 スズキ Ｈ25.1 ワゴンタイプ、８人乗り

消防ポンプ自動車 日野 Ｒ3.12 モリタ 水600ℓ、CAFS

高規格救急自動車 トヨタ Ｒ6.11 ４ＷＤ

広報車 スズキ Ｈ24.2 ワゴンタイプ、８人乗り

所　　属

柴
田
消
防
署

本　　署

槻木派出所

大
河
原
消
防
署

本　　署

村田出張所

川崎出張所
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【Ⅲ警防編】

①高規格救急自動車（大河原消防署川崎出張所配備）

②消防ポンプ自動車(柴田消防署配備）

③消防査察車(角田消防署配備）

主要装備 ４輪駆動方式

1,470mm 車両総重量 1,420kg

全高 1,930mm 総排気量 650cc

寸法

全長 3,390mm 乗車定員 ４人

全幅

4,000cc

主要装備 ４輪駆動方式、ホースカー

型式 スズキ　EBD－DA64V

主要装備 4輪駆動方式、高度救命処置用資機材一式

型式 日野　PD－XZU378M 

寸法

全長 5,820mm 乗車定員 ５人

全幅 1,880mm 車両総重量 4,985kg

全高 2,500mm 総排気量

（３）令和６年度配備車両

型式 トヨタ　３ＢＦ-TRH226S

寸法

全長 5,640mm 乗車定員 ７人

全幅 1,910mm 車両総重量 3,225kg

全高 2,510mm 総排気量 3,490cc
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Ⅳ 火災編

【岩手県大船渡市の林野火災】

【緊急消防援助隊出動時の仙南消防本部派遣隊の活動状況】



　



区

分

月 署員

別 （㎡） （ａ） 団員

140

243

86

153

112

139

71

116

93

135

79

159

16

7

31

23

35

22

670

990

1,091

1,492
6,904 3,436 66 136 369 51 223,893 180,751 31,577 1,225128 4 12 22 12 157 31 2 9 15 3,275前年 86 38 11 5 32

2,699 5,781114 1 12 27 18 157 35 3 9 10 3,519合計 56 29 40 87 408 59 142,811 80,606 35,307 18,4185 7 15

2 27 7,322 3,535 3,7877 72 1 1 11312月 3 2 1

11 2 2 6 31 5 7,655 4,752 2,8901 2 17 5 1 1 47411月 6 3 1 2

13 1 210月 3 3 32 21 11

294 1 1 229519月 2 1 1

1 21 2 559 299 26011 1 118月 2 1 1

330 302 3 26 5 1 7087月 5 4 4 12 81 13 26,724 18,469 7,8951

6月

41 11 7 12 217,388 5 17,33161 11 1 275月 7 1 2 1 3

1,33346 14月 5 4 7 42,390 1,0572 2 1

50 225 6 9 41 12 6,718 4,330 2,1133 28 4 2 2 3753月 6 4 1 1

640 5,497 5 14 82 8 19,224 12,037 1,0505

2

1 3 18 4 1 1 2 6462月 8 4 1 3

152 1 4 8 5 121 16 1 2 2 1,1651月 9 7 218 112 12 54,504 37,158 17,301 30

林

野

林

野

車

両

そ
の
他

爆

発

消
防
署

消
防
団

車

両

計

全

損

半

損

小

損

計

建物

建
 

物

収
容
物

そ
の
他

計

全

焼

半

焼

部
分
焼

ぼ

や

建

物

林

野

1　火災発生状況
（１）月別 （R6.1.1～R6.12.31）

出 火 件 数 焼 損 棟 数 焼損面積
死

者

負

傷

者

り災世帯数
り
災
人
員

損 害 額 （ 千 円 ）
放

水

実

施

件

数

放水台数 出動
人員

計

建

物

-
3
6 -



(2)市町別

区

分

市

別 （㎡） （ａ） （件）

11 6 1 1 3 17 12 1 4 1,008 2 3 3 3 5 14,621 10,403 4,136 30 41 11 3.6

12 6 1 3 2 7 1 5 1 179 60 1 5 1 4 19 35,724 11,225 1,655 17,331 984 4,529 4.5

4 2 2 3 3 394 2 1 1 1 16,232 12,336 3,815 80 1 3.7

2 2 46 1 1,057 1,057 16.5

3 2 1 2 2 2 1 1 4 22 22 1.3

1 1 972 972 1.0

12 6 1 1 4 10 5 2 1 2 675 1 1 13 9 1 3 19 34,973 25,466 8,175 261 1,071 3.3

6 2 1 3 4 3 1 292 1 1 1 2 3,679 2,384 765 361 169 7.6

5 5 14 11 1 2 971 5 2 3 3 9 35,531 18,792 16,739 4.3

56 29 5 7 15 57 35 3 9 10 3,519 114 1 12 27 18 1 8 59 142,811 80,606 35,307 18,418 2,699 5,781 3.5

86 38 11 5 32 57 31 2 9 15 3,275 128 4 12 22 12 1 9 51 223,893 180,751 31,577 1,225 6,904 3,436 5.3

※出火率とは、人口１万人に対する火災発生件数

村田町

柴田町

川崎町

丸森町

合計

前年

建物 林

野

車

両

そ

の

他

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

建

物

林

野

死

者

全

損

半

損

小

損

計

大河原町

建

物

林

野

車

両

そ

の

他

七ヶ宿町

計
町

白石市

角田市

蔵王町

全

焼

（R6.1.1～R6.12.31）

出 火 件 数 焼 損 棟 数 焼損面積 死傷者 り 災 世 帯 数 り

災

人

員

損 害 額 （ 千 円 ） 出

火

率

※計

爆

発

建
 

物

収
容
物

負

傷

者

計

-
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【Ⅳ火災編】

（４）時間帯別

（３）月別発生件数の推移

（R6.1.1～R6.12.31）

3件

6件

3件

2件2件

5件

0件

7件

5件

6件

8件

9件

5件

6件

3件

5件

7件

3件

2件

8件

11件

13件

10件

13件

0

2

4

6

8

10

12

14

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

令和6年

令和5年

0件

3件

2件

1件

3件

2件

3件

2件

3件

6件

2件

7件

3件

3件

1件

5件

0件

1件

0件

2件

3件

2件

2件

0件

不明

23～24時

22～23時

21～22時

20～21時

19～20時

18～19時

17～18時

16～17時

15～16時

14～15時

13～14時

12～13時

11～12時

10～11時

9～10時

8～9時

7～8時

6～7時

5～6時

4～5時

3～4時

2～3時

1～2時

0～1時
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【Ⅳ火災編】

原因別 件数
損害額
（千円）

件数
損害額
（千円）

件数
損害額
（千円）

たばこ 8 31,703 6 14,627 5 31,126

たき火 7 12,593 14 3,588 6 20,727

排気管 4 1,722 1 4,740 1 550

電灯・電話等の配線 3 20,889 7 40,765 1 2,873

放火の疑い 3 17,331 2 214 2 0

煙突・煙道 2 12,949

風呂かまど 2 9,301 1 120 1 6

電気機器 2 5,097 6 1,334 4 24

こんろ 2 563 2 1 5 16,560

取灰 1 7,513 2 22,029 3 10,520

溶接機・切断機 1 1,040 1 564 2 42

配線器具 1 300 2 39,210 1 46,763

放火 1 130 6 182 3 941

ストーブ 1 19 2 49,798

内燃機関 1 1

焼却炉 1 0 1 270 2 3,040

火遊び 1 0 1 10

電気装置 2 1,107 3 29,366

炉 2 551

マッチ・ライター 1 177 2 2

火入れ 6 1,326 2 0

衝突の火花 1 100

灯火 1 11,419

その他 13 14,337 19 6,375 11 46,074

不明・調査中 2 7,323 6 75,845 6 68,465

合　　　　計 56 142,811 86 223,893 66 327,538

（５）原因別と損害額

令 和 ６ 年 令 和 ５ 年 令 和 ４ 年
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【Ⅳ火災編】

（１）火災件数

（２）焼損面積（林野面積・建物面積）

（３）損害額

2　 過去１０年間における火災発生件数等

（林野面積 ha）（林野面積 ha）（林野面積 ha）

117

98
91

76 71 70
78

66

86

56

0

20

40
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80

100

120

140

27 28 29 30 1 2 3 4 5 6
件

年

火災件数

156

1,162

861

194

474

184

514

327
223 142

0

200
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800

1,000

1,200

1,400

27 28 29 30 1 2 3 4 5 6

百万円

年

（林野面積 ha）（林野面積 ha）（林野面積 ha）

93
82

101 101 96
104 104

113 107 107

0
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件

年
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0.33
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0.15
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1.28
1.14
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【Ⅳ火災編】

27 28 29 30 1 2 3 4 5 6
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

24 20 12 21 17 13 11 7 20 11
1 3 1 1 2 1

16 16 11 13 12 8 13 15 16 12
2 1 1 1 1

30 13 11 7 6 8 15 8 6 4
1 1

1 1 3 1 1 2 1 1 2

6 5 7 3 4 6 2 4 8 3
1 1 1

12 16 15 8 6 11 11 9 5 1
3 1 1

10 9 10 9 8 10 11 8 17 12
1 1

14 11 13 7 8 3 9 5 7 6
1

4 7 9 7 9 9 5 9 7 5
1 1 1 1 1 1

117 98 91 76 71 70 78 66 86 56
1 5 1 4 4 3 7 4 4 1

合 計 火災
死者

川 崎 町 火災
死者

丸 森 町 火災
死者

村 田 町 火災
死者

柴 田 町 火災
死者

七 ヶ 宿 町 火災
死者

大 河 原 町 火災
死者

角 田 市 火災
死者

蔵 王 町 火災
死者

（４）市町別火災発生件数及び死者数の推移

年 別
市 町 別

白 石 市 火災
死者

11
20

7
11

13
17

21
12

20
24

R6

R4

R3

R2

R1

Ｈ30

Ｈ29

Ｈ28

Ｈ27

Ｈ26 白石市

12
16

15
13

8
12

13
11

16
16

R6

R4

R3

R2

R1

Ｈ30

Ｈ29

Ｈ28

Ｈ27

Ｈ26 角田市

4
6

8
15

8
6

7
11

13
30

R6

R4

R3

R2

R1

Ｈ30

Ｈ29

Ｈ28

Ｈ27

Ｈ26 蔵王町

2
0

1
1

2
1
1

3
1
1

R6

R4

R3

R2

R1

Ｈ30

Ｈ29

Ｈ28

Ｈ27

Ｈ26 七ヶ宿町

3
8

4
2

6
4

3
7

5
6

R6

R4

R3

R2

R1

Ｈ30

Ｈ29

Ｈ28

Ｈ27

Ｈ26 大河原町

1
5

9
11
11

6
8

15
16

12

R6

R4

R3

R2

R1

Ｈ30

Ｈ29

Ｈ28

Ｈ27

Ｈ26 村田町

12
17

8
11

10
8

9
10

9
10

R6

R4

R3

R2

R1

Ｈ30

Ｈ29

Ｈ28

Ｈ27

Ｈ26 柴田町

6
7

5
9

3
8

7
13

11
14

R6

R4

R3

R2

R1

Ｈ30

Ｈ29

Ｈ28

Ｈ27

Ｈ26 川崎町

5
7

9
5

9
9

7
9

7
4

R6

R4

R3

R2

R1

Ｈ30

Ｈ29

Ｈ28

Ｈ27

Ｈ26 丸森町
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Ⅴ 救急編

【救急救命士合同訓練（静脈の確保訓練）】



　



【Ⅴ 救急編】

事故

 月

 別 計

6 51 8 104 1 6 526 107 3

3 50 7 84 5 412 105 1

6 43 7 88 1 7 504 85 1

35 7 65 1 3 378 85

4 50 6 6 122 1 12 518 117 1

44 5 6 99 1 5 397 117

4 1 39 5 8 96 3 9 414 107 2

1 32 5 7 82 3 6 360 107

2 1 30 4 6 94 2 8 466 107

25 4 6 74 5 366 105

45 3 2 77 2 4 447 86 3

39 2 2 61 1 3 379 86

4 1 37 11 4 68 7 528 86 1

1 29 11 3 53 3 416 86

1 49 7 8 88 2 7 638 91 1

40 7 5 67 2 2 493 91

1 46 11 7 101 1 8 485 101 2

1 36 11 4 81 1 5 399 101

1 32 8 6 115 4 456 90

1 29 7 3 96 2 375 90

2 53 6 6 103 5 4 434 97

1 37 4 5 90 3 2 340 95

1 48 6 2 113 2 563 106

29 5 2 92 2 430 104

32 3 523 82 55 1,169 18 78 5,979 1,180 14

8 425 75 43 944 12 43 4,745 1,172 1

35 4 491 107 63 1,143 16 100 6,060 1,032 5 9 24.8

6 1 395 99 54 949 7 63 4,830 1,023 20.3

前
年

出動件数 9,065

搬送人員 7,427

12
出動件数 841

搬送人員 664

合
計

出動件数 9,133

搬送人員 7,468

10
出動件数 712

搬送人員 603

11
出動件数 710

搬送人員 577

8
出動件数 892

搬送人員 707

9
出動件数 763

搬送人員 639

6
出動件数 669

搬送人員 573

7
出動件数 747

搬送人員 602

4
出動件数 688

搬送人員 603

5
出動件数 720

搬送人員 585

2
出動件数 742

搬送人員 574

3
出動件数 837

搬送人員 674

そ

の

他

1
出動件数 812

搬送人員 667

合

分

種別 転

院

搬

送

医

師

搬

送

１　救急活動状況
（１）月別 （R6.1.1～R6.12.31）

そ の 他火

災

自

然

災

害

水

難

事

故

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動
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技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

一

日

平

均

区

（件）
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837件
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747件

892件
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712件 710件

841件

450

550

650

750

850

950

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12（月）

（月別出動件数）（件）
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【Ⅴ 救急編】

（２）市町別

7 4 4 1 2 6 3 4 1 32 35

0

1 2 3 4

80 96 45 9 67 59 92 35 28 12 523 491

18 11 6 3 9 9 11 6 9 82 107

9 9 3 4 9 20 1 55 63

229 205 131 6 160 84 214 58 81 1 1,169 1,143

3 5 3 2 1 3 1 18 16

11 8 4 3 13 4 18 7 10 78 100

1,191 946 490 47 825 374 1,239 321 540 7 5,979 6,060

転院搬送 353 203 50 11 291 29 109 70 64 1,180 1,032

医師搬送 5

そ の 他 1 1 1 2 1 2 4 1 1 14 9

1,903 1,488 737 82 1,375 570 1,714 504 738 22 9,133 9,065

3 1 1 1 1 1 8 6

0

1

60 68 41 8 60 52 69 27 26 14 425 395

16 9 6 2 9 9 9 6 9 75 99

8 7 3 2 8 14 1 43 54

182 171 116 5 129 69 151 48 72 1 944 949

2 4 1 2 2 1 12 7

6 6 1 6 4 9 3 8 43 63

985 770 372 40 641 322 877 271 462 5 4,745 4,830

351 203 49 11 290 29 107 70 63 1,173 1,023

1,613 1,238 590 67 1,140 493 1,239 426 642 20 7,468 7,427

そ
の
他

計

事

故

種

別
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送

人

員

火　　災

自然災害

水　　難
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自損行為

急　　病

その他

計
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丸

森

町

管
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計

前

年
区   分

事

故

種

別

救

急

出

動
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数
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交通事故
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一般負傷
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自損行為

（R6.1.1～R6.12.31）

市 町 別
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町
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【Ⅴ 救急編】

（３）救急隊別搬送人員

（４）時間帯別搬送人員

（R6.1.1～R6.12.31）

転院搬送・その他 69

転院搬送・その他 69

転院搬送・その他 74

転院搬送・その他 111

転院搬送・その他 15

転院搬送・その他 280

転院搬送・その他 185

転院搬送・その他 184

転院搬送・その他 367

一般負傷 92

一般負傷 104

一般負傷 48

一般負傷 80

一般負傷 4

一般負傷, 129

一般負傷 147

一般負傷 154

一般負傷 186

交通事故 66

交通事故 33

交通事故 35

交通事故 33

交通事故 7

交通事故 73

交通事故 66

交通事故 51

交通事故 61

急病 393 

急病 348 

急病 256 

急病 484 

急病 40 

急病 768 

急病 824 

急病 667 

急病 965 
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村田

救急隊

蔵王

救急隊

川崎

救急隊

丸森

救急隊

七ヶ宿

救急隊

大河原

救急隊

柴田

救急隊

角田

救急隊

白石

救急隊

急病

交通事故

一般負傷

転院搬送・その他

151
178

235
251

309
330

397
432

405
428

456
521

547
583

547
444

329
222

157
109
107
104

114
112

0 100 200 300 400 500 600 700

23～24時

22～23時

21～22時

20～21時

19～20時

18～19時

17～18時

16～17時

15～16時

14～15時

13～14時

12～13時

11～12時

10～11時

9～10時

8～9時

7～8時

6～7時

5～6時

4～5時

3～4時

2～3時

1～2時

0～1時

（R6.1.1～R6.12.31）

計1,056

計1,579

計1,222

計1,250

計66

計708

計413

計554

計620
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【Ⅴ 救急編】

（5）曜日別・事故種別

 事 故 別 区 分

5 3 9 7 2 3 3 32
2 1 1 1 3 8

1 1 1 3

83 74 78 75 72 60 81 523
69 63 69 57 57 49 61 425
8 17 15 16 7 11 8 82
7 17 12 15 7 11 6 75

17 6 6 2 11 2 11 55
14 6 5 2 9 1 6 43

176 168 155 171 152 163 184 1,169
140 139 130 144 124 128 139 944

5 2 4 1 2 3 1 18
5 2 1 1 2 1 12
7 11 15 17 12 10 6 78
5 7 9 9 7 4 2 43

845 926 875 866 838 823 806 5,979
655 751 677 680 661 686 635 4,745
73 194 192 173 219 227 116 1,194
70 192 189 171 215 223 113 1,173

1,219 1,402 1,349 1,328 1,315 1,303 1,217 9,133
967 1,178 1,093 1,079 1,083 1,106 962 7,468

1,275 1,443 1,300 1,149 1,296 1,291 1,311 9,065
1,021 1,211 1,065 974 1,050 1,055 1,051 7,427

合計
出動件数

搬送人員

前年
出動件数

搬送人員

急病
出動件数

搬送人員

その他
出動件数

搬送人員

加害
出動件数

搬送人員

自損行為
出動件数

搬送人員

運動競技
出動件数

搬送人員

一般負傷
出動件数

搬送人員

交通
出動件数

搬送人員

労働災害
出動件数

搬送人員

自然災害
出動件数

搬送人員

水難
出動件数

搬送人員

金 土 計

火災
出動件数

搬送人員

曜 日 別 
日 月 火 水 木

1,219 

1,402 

1,349 

1,328 

1,315 

1,303 

1,217 

1,000 1,050 1,100 1,150 1,200 1,250 1,300 1,350 1,400 1,450 1,500

日

月

火

水

木

金

土
（件）

（曜日別出動件数）
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【Ⅴ 救急編】

（６） 傷病程度別

（７）年齢区分別

種   別 

 年   齢

3 2 5

10 28 112 11 161

7 ～ 17 28 17 23 1 5 88 13 175

18 ～ 24 1 51 4 17 12 8 105 7 205

25 ～ 34 41 8 4 18 5 141 18 235

35 ～ 44 38 11 13 4 7 175 24 272

45 ～ 54 1 60 16 1 41 1 6 267 74 467

55 ～ 64 1 57 15 3 72 2 2 344 86 582

65 ～ 74 2 67 16 152 2 5 845 231 1,320

3 73 5 1 585 2 5 2,665 707 4,046

8 0 0 425 75 43 944 12 43 4,745 1,173 7,468

＋2 0」 −1 ＋30 −24 −11 −5 ＋5 −20 −85 ＋150 ＋41

75歳以上

合 計

前年比較

自

損

行

為

急

病

転
院
・
そ
の
他

合

計

新生児

乳幼児

（R6.1.1～R6.12.31）

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

前年比較 −2 ＋75 −84 ＋54 −2

1,173

計 155 815 4,223 2,275 0 7,468

その他 228 853 92

＋41

43

急　　病 130 475 2,683 1,457 4,745

自損行為 8 1 23 11

944

加　　害 6 6 12

一般負傷 8 85 447 404

75

運動競技 1 15 27 43

労働災害 1 5 33 36

0

交通事故 8 19 160 238 425

水難事故

8

自然災害 0

火　　災 1 3 4

（R6.1.1～R6.12.31）
程度別

死   亡 重   症 中等症 軽   症 その他 合   計
種別
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【Ⅴ 救急編】

（１） 発生市町と収容医療機関の所在地別の状況

1,613 1,238 590 67 1,140 493 1,239 426 642 20 7,468

43.7% 16.2% 2.4% 0.0% 58.7% 0.2% 5.0% 27.5% 19.6%

705 147 250 28 170 87 192 14 99 2 1,694 22.7%

2 200 17 1 2 31 253 3.39%

2 14 1 17 0.23%

0 0.00%

724 718 279 22 669 317 735 200 268 3 3,935 52.7%

1 3 1 1 6 0.08%

1 6 17 1 62 3 90 1.21%

1 1 7 6 9 3 117 144 1.93%

1 9 3 1 126 140 1.87%

1,436 1,082 550 50 886 416 996 331 527 5 6,279 84.1%

111 81 24 1 195 65 67 88 28 4 664 8.89%

13 11 4 20 1 12 1 11 73 0.98%

25 48 7 34 10 159 2 17 302 4.04%

1 1 2 0.03%

1 1 0.01%

2 10 2 13 27 0.36%

26 6 4 2 1 2 46 2 89 1.19%

1 14 3 1 3 9 31 0.42%

177 156 40 17 254 77 243 95 115 15 1,189 15.9%

89.0% 87.4% 93.2% 74.6% 77.7% 84.4% 80.4% 77.7% 82.1% 25.0% 84.1%

11.0% 12.6% 6.8% 25.4% 22.3% 15.6% 19.6% 22.3% 17.9% 75.0% 15.9%

（２）管内管外別

山形県

管外計

管内・
管外別
収容率

管内

管外

亘理郡

福島県

仙台市

大河原町

村田町

柴田町

川崎町

丸森町

管内計

収容先市町別

収
容
医
療
機
関
の
所
在
地
別

白石市

角田市

蔵王町

七ヶ宿町

名取市

岩沼市

塩釜市

宮城県北

２  医療機関収容状況

（R６.1.1～R６.12.31）

白
石
市

角
田
市

蔵
王
町

七
ヶ
宿
町

大
河
原
町

村
田
町

柴
田
町

川
崎
町

丸
森
町

管
轄
外

計

収
容
医
療
機
関
の

所
在
別
の
構
成
比

発生市町内

（同一市町内）

への医療機関

収容率

搬送

人員

1,436

1,082

550

50

886

416

996

331

527

5

177 156

40 17

254

77

243

95 115
15

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

白石市 角田市 蔵王町 七ヶ宿町 大河原町 村田町 柴田町 川崎町 丸森町 管外

管内へ搬送

管外へ搬送

発生市町内

（同一市町内）

への医療機関

収容率

搬送

人員

発生

市町別

- 47 -



【Ⅴ 救急編】

（１）月別発生状況

種別

月別

1 2 2 4 4 4 2 2

2 2 5 1 8 5 5 3 2 2 3

3 4 1 5 1 1 2 2 2

4 2 2 4 2 2 4 4 2 2

5 1 1 2 1 1 1 1

6 1 2 3 1 1 2 1 1 2

7 1 1 2 1 1 1 1

8 4 1 3 8 5 1 3 9 1 5 3 7 2

9 4 1 4 9 3 1 2 6 4 2 6

10 4 1 5 5 5 1 4 1 4

11 2 3 5 1 3 4 3 1 2 2

12 4 2 6 6 2 8 3 5 4 4

計 3 28 2 25 1 59 29 2 20 51 2 21 28 29 22

前年 0 29 1 14 0 1 45 0 27 1 9 0 0 37 0 1 16 20 0 28 9

（２）管轄市町別の出動状況

4 42

9 8 17

川崎町 合計

59
山形

自動車道

東北
自動車道 6 6 11 15 0

白石市 蔵王町 名取市

そ

の

他

仙台市
高速別

一

般

負

傷

急

病

自

損

行

為

山形市 計

そ

の

他

火

災

交

通

事

故

一

般

負

傷

急

病

自

損

行

為

軽

症

計

火

災

（R6.1.1～R6.12.31）

市町別

国見町

交

通

事

故

村田町

３  高速道路救急活動状況

（R6.1.1～R6.12.31）

出 動 件 数 搬 送 人 員 傷 病 程 度 性  別

男 女計

死

亡

重

症

中

等

症

そ

の

他
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【Ⅴ 救急編】

3 3 5 10 20 平 10 10 20 30 60 120 平

分 ～ ～ ～ 分 均 分 ～ ～ ～ ～ 分 均

未 4 9 19 以 時 未 19 29 59 119 以 時

満 分 分 分 上 分 満 分 分 分 分 上 分

8 43 1,064 642 146 1,903 10.4 0 13 178 1,120 297 5 1,613 46.6

19 123 578 677 91 1,488 10.6 1 8 59 807 349 14 1,238 52.6

2 7 134 501 93 737 14.1 0 3 21 378 181 7 590 54.1

0 4 32 32 14 82 13.4 0 0 0 14 49 4 67 79.7

4 92 741 511 27 1,375 9.1 0 28 271 695 143 3 1,140 41.3

0 13 272 253 32 570 10.5 0 4 45 330 114 0 493 48.4

5 44 966 628 71 1,714 9.8 0 3 207 846 172 11 1,239 44.0

1 11 225 186 81 504 12.4 0 4 41 225 152 4 426 54.9

7 65 234 313 119 738 12.9 0 5 27 284 308 18 642 62.5

0 0 0 6 16 22 25.6 0 0 0 0 18 2 20 99.5

46 402 4,246 3,749 690 9,133 10.8 1 68 849 4,699 1,783 68 7,468 49.4

柴 田 町

川 崎 町

丸 森 町

管 外

計

村 田 町

4  市町別現場到着及び収容所要時間状況

（R6.1.1～R6.12.31）

種   別
覚 知 か ら 現 場 到 着 ま で 覚 知 か ら 医 療 機 関 収 容 ま で

計 計

 市町別

白 石 市

角 田 市

蔵 王 町

七 ヶ 宿 町

大 河 原 町

（過去５年間の平均所要時間の推移）

45分

47.3分

50.4分

49.9分

49.4分

Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

30

35

40

45

50

55

60

覚知から医療機関収容まで

11分

11.4分

11.8分

11.2分

10.8分

Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

5

7

9

11

13

15

17

19

覚知から現場到着まで
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【Ⅴ 救急編】

事 故 種 別

応急処置種別

4,744 425 944 1,353 7,466 7,427

22 33 111 24 190 221

19 168 99 39 325 339

14 3 2 19 15

1 1 0

193 8 24 9 234 225

自動心臓マッサージ (137) (5) (10) (6) (158) (143)

1,003 24 66 328 1,421 1,272

221 9 27 11 268 254

う ち 経 鼻 エ ア ウ ェ イ (2) (2) (1)

う ち 異 物 除 去 (1) (1) (1)

う ち 食 道 閉 鎖 式 (94) (8) (3) (105) (96)

う ち 気 管 挿 管 (3) (6) (9) (7)

225 14 45 47 331 436

21 56 169 32 278 332

17 2 5 24 13

23 1 1 1 26 33

92 3 6 5 106 114

97 2 14 5 118 98

66 2 12 80 56

1 1 0

33 33 24

4,494 410 906 1,330 7,140 7,076

750 104 91 140 1,085 975

4,570 415 924 1,344 7,253 7,213

156 1 3 3 163 131

3,695 181 459 983 5,318 4,676

う ち 心 電 図 伝 送 (384) (384) 311

4,404 400 882 1,265 6,951 7,004

20,116 1,832 3,844 5,573 31,365

20,023 1,683 3,760 5,041 30,507

※ （　）内は内訳

前 年

心 呼 音 聴 取

血 中 酸 素 飽 和 度

血 糖 測 定

心 電 計 に よ る 観 察

そ の 他

合 計

血 圧 測 定

酸 素 吸 入

気 道 確 保

保 温

被 覆

在 宅 療 法 継 続

除 細 動

静 脈 路 確 保 (CPA 前 )

静 脈 路 確 保 (CPA 後 )

薬 剤 投 与
（ ア ド レ ナ リ ン ）

薬 剤 投 与
（ エ ピ ペ ン ）

薬 剤 投 与
（ ブ ド ウ 糖 溶 液 ）

心 肺 蘇 生

5　救急隊員が実施した応急処置状況
　　　　　　（R6.1.1～R6.12.31）

急   病 交通事故 一般負傷 その他 計 前   年

応 急 処 置 対 象 人 員

止 血

固 定

人 工 呼 吸

胸 骨 圧 迫
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【Ⅴ 救急編】

事故別

年

8,130 7,278 712 672 5,081 4,485 953 847 1,092 1,088 292 186

7,796 6,956 677 637 4,914 4,316 882 777 1,004 993 319 233

7,959 7,047 630 592 5,033 4,368 958 849 1,026 1,018 312 220

8,168 7,246 598 558 5,161 4,486 953 866 1,108 1,102 348 234

8,164 7,149 462 427 5,246 4,520 1,011 878 1,113 1,107 332 217

7,244 6,351 433 374 4,616 3,983 927 820 994 991 274 183

7,543 6,567 447 373 4,815 4,162 924 793 1,033 1,026 324 213

8,718 7,217 479 395 5,802 4,728 1,079 878 1,010 1,005 348 211

9,065 7,427 491 395 6,060 4,830 1,143 949 1,032 1,023 339 230

9,133 7,468 523 425 5,979 4,745 1,169 944 1,180 1,172 282 182

8,192 7,071 545 485 5,271 4,462 1,000 860 1,059 1,053 317 211

Ｒ5

Ｒ6

１０年
平均

Ｈ29

Ｈ30

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3

Ｒ4

Ｈ28

出
動
件
数

搬
送
人
員

出
動
件
数

搬
送
人
員

Ｈ27

出
動
件
数

搬
送
人
員

出
動
件
数

搬
送
人
員

出
動
件
数

搬
送
人
員

出
動
件
数

搬
送
人
員

６　過去10年間の出動・搬送状況

（１）事故種別毎
計 交　　通 急　　病 一般負傷 転院搬送 その他

712 677 630 598 462 433 447 479 491 523

5,081 4,914 5,033 5,161 5,246
4,616 4,616 

5,802 6,060 5,979

953
882 958 953 1,011

927 …

1,079
1,143 1,169

1,092
1,004 1,026 1,108 1,113

994
1,033

1,010
1,032 1,180

292
319 312

348 332

274
324

348
339 282

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

交通 急病 一般負傷 転院搬送 その他
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【Ⅴ 救急編】

年

Ｈ27 8,130 1,694 1,349 658 126 1,051 579 1,506 505 641 21
搬送人員 7,278 1,564 1,188 588 113 928 516 1,318 462 585 16

Ｈ28 7,796 1,620 1,282 626 93 1,045 537 1,542 426 614 11
搬送人員 6,956 1,477 1,161 565 86 929 471 1,302 395 562 8

Ｈ29 7,959 1,676 1,307 640 122 1,017 531 1,522 500 624 20
搬送人員 7,047 1,532 1,181 580 108 919 479 1,201 456 572 19

Ｈ30 8,168 1,789 1,306 703 135 1,110 533 1,496 470 622 4
搬送人員 7,246 1,597 1,178 638 123 979 474 1,279 417 558 3

R1 8,164 1,740 1,366 619 84 1,083 517 1,576 484 684 11
搬送人員 7,149 1,587 1,178 546 78 954 444 1,330 448 572 12

Ｒ2 7,244 1,564 1,208 524 102 1,015 485 1,373 418 549 6

6,351 1,402 1,039 478 85 911 417 1,182 365 466 6

Ｒ3 7,543 1,671 1,150 666 104 1,002 502 1,423 411 603 11

6,567 1,487 1,015 579 94 871 437 1,194 346 537 7

Ｒ4 8,718 1,871 1,438 671 99 1,231 533 1,674 459 728 14

7,217 1,629 1,212 538 80 1,004 447 1,274 372 652 9

Ｒ5 9,065 2,022 1,439 691 92 1,281 587 1,685 543 709 16

7,427 1,731 1,228 554 69 1,028 479 1,250 466 612 10

Ｒ6 9,133 1,903 1,488 737 82 1,375 570 1,714 504 738 22

7,468 1,613 1,238 590 67 1,140 493 1,239 426 642 20

81,920 17,550 13,333 6,535 1,039 11,210 5,374 15,511 4,720 6,512 136

70,706 15,619 11,618 5,656 903 9,663 4,657 12,569 4,153 5,758 110

搬送人員

出動件数

搬送人員

計
出動件数

搬送人員

出動件数

出動件数

出動件数

出動件数

出動件数

出動件数

出動件数

搬送人員

出動件数

搬送人員

出動件数

搬送人員

（2）市町別

市 町 別
計

白
石
市

角
田
市

蔵
王
町

七
ヶ
宿
町

大
河
原
町

村
田
町

柴
田
町

川
崎
町

丸
森
町

管
外

件数

人員別

件数

人員別

件数

人員別

1,694
1,620

1,676

1,789
1,740

1,564

1,671

1,871

2,022

1,903

1,349
1,282 1,307 1,306

1,366

1,208
1,150

1,438 1,439
1,488

658 626
640

703
619

524

666
671 691

737

126
93 122 135

84 102 104 99 92 82

1,051 1,045 1,017
1,110 1,083

1,015
1,002

1,231
1,281

1,375

579

537
531 533 517

485

502
533

587
570

1,506

1,542

1,522 1,496
1,576

1,373
1,423

1,674 1,685 1,714

505
426

500 470 484
418 411

459
543 504

641 614 624 622 684
549

603
728 709 738

21 11 20 4 11 6 11 14 16 220

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

白石市

角田市

蔵王町

七ヶ宿町

大河原町

村田町

柴田町

川崎町

丸森町

管外

(市町別出動件数の推移）

件数

人員別
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【Ⅴ救急編】

(1)各種講習会実施状況 （R6.1.1～R6.12.31）

講　習　種　別 受講者数 講習回数 内　　　　　容

普通救命講習会
　（３時間講習）

1,552人 120回
心肺蘇生法(主に成人対象)、ＡＥＤの使い方、
異物除去法、大出血時の止血法等、救命手当て
について学びます。

上級救命講習会
　（８時間講習）

103人 6回
普通救命講習の内容に加えて、小児・乳児の心
肺蘇生、傷病者管理、外傷の応急手当、搬送法
などを学びます。

救命入門コース
　（１.５時間講習）

60人 3回
小学校高学年から中学生の方、これから普通救
命講習を受講される方等を対象とした、胸骨圧
迫やAEDの使い方を中心に学ぶコースです。 

応急手当普及員講習会
　（３日間講習）

23人 2回
学校や事業所等で応急手当を普及していただけ
る方を養成するための講習です。講習修了者に
は普及員認定証が交付されます。

応急手当普及員再講習会
　（３時間講習）

40人 3回
前回の応急手当普及員講習受講日から３年以内
に再度受講する方のための講習です。

応急手当講習会
　（３時間未満講習）

2,978人 105回
救急講話や外傷の処置など、時間や内容につい
て受講者の希望に沿った形で開催します。

合　　　計 4,756人 239回

(2)署管内別の普通救命講習会実施状況

(3)各種講習会実施状況の推移

7　応急手当講習会等の実施状況

4828名 1204名 1562名 1965名 4134名 4756名

216回

91回

136回
159回

243回 239回

0

50

100

150

200

250

300

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 R6

系列2

30 18 2… 32
1…

444

221

404
368

128

0

100

200

300

400

500

白石消防署管内 角田消防署管内 柴田消防署管内 大河原消防署管内 消防本部主催

実施回数 受講者数

30 18 28 32 12

444

221

404
368

128

0

100

200

300

400

500

600

700

白石消防署管内 角田消防署管内 柴田消防署管内 大河原消防署管内 消防本部主催

系列1 系列2
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【救助隊合同訓練（渓谷訓練・交通事故訓練）】



　



【Ⅵ救助編】

 区分

月別

(4) (2) (6)
10 4 3 17
(1) (1) (2)
3 2 3 8
(1) (1) (1) (3)
6 4 1 11
(1) (1) (1) (3)
4 1 2 1 8
(2) (1) (3)
3 1 1 5
(2) (1) (2) (5)
4 2 4 10

(1) (1) (1) (1) (4)
5 1 1 1 8
(2) (1) (3)
4 1 5
(3) (1) (4)
5 2 7
(1) (1) (1) (3)
4 1 2 2 9
(1) (2) (2) (5)
5 2 3 10
(2) (4) (6)
7 5 1 13

(21) (3) (0) (12) (11) (47)

60 3 2 24 22 111

(24) (4) (2) (5) (12) (47)

56 5 6 13 23 103

 区分

月別

(2) (1) (1) (1) (5)
7 1 4 3 15
(7) (6) (1) (14)
18 10 4 32
(1) (2) (3)
6 1 2 9

(2) (4) (6)
2 2 4 8
(2) (2) (4)
3 5 1 9
(1) (1) (2)
6 1 2 9
(5) (2) (7)
11 4 15
(2) (2) (4)
6 4 10
(1) (1) (2)
1 1 2 4

0

(21) (3) (0) (12) (11) (47)

60 3 2 24 22 111

(24) (4) (2) (5) (12) (47)

56 5 6 13 23 103
2 5 12 50

13 11 52

前年 27 4

合計 23 5

0

1 2

管外

丸森町 1

2 6

2 7

川崎町 4

柴田町 5

1 2

2 4

村田町 1

大河原町 2

4 8

2 3

七ヶ宿町 4

蔵王町 1

7 1 15

1 1 5

角田市 7

白石市 2 1

事故種別出動 ・ 活動件数  (　）内は活動件数 事    故    種    別    救    助    人    員

火
　
　
災

交
通
事
故

水
難
事
故

自
然
災
害
風
水
害
等

機
械
等
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

爆
発
事
故

機
械
等
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

爆
発
事
故

そ
の
他
の
事
故

計

そ
の
他
の
事
故

計

火
　
　
災

交
通
事
故

水
難
事
故

自
然
災
害
風
水
害
等

5 12 50

（2）市町別 （R6.1.1～R6.12.31）

前年 27 4 2

13 11 52

4 6

合計 23 5

12月 2

2 2 5

1 1 3

11月 1

10月 1

1 4

1 5

9月 3

8月 4

1 1 5

2 2 6

7月 1 2

6月 2

2

5月 2 2

4月 1 1

4

1 3

3月 1

2 6

2月 1

1 1 3

1

1月 4

交
通
事
故

水
難
事
故

自
然
災
害
風
水
害
等

機
械
等
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

爆
発
事
故

そ
の
他
の
事
故

計

火
　
　
災

1　救助出動・活動状況
（１）月別 （R6.1.1～R6.12.31）

事故種別出動 ・ 活動件数  (　）内は活動件数 事    故    種    別    救    助    人    員

火
　
　
災

交
通
事
故

水
難
事
故

自
然
災
害
風
水
害
等

機
械
等
に
よ
る
事
故

爆
発
事
故

そ
の
他
の
事
故

計

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故
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（3） 年齢・性別・傷病程度別

 年齢

男
性

女
性 計

男
性

女
性 計

男
性

女
性 計

男
性

女
性 計

男
性

女
性 計

男
性

女
性 計

1 1 1 1 1 1 1 2 3

7歳 ～ 17歳

18歳 ～ 24歳 2 2 1 1 3 3

25歳 ～ 34歳 1 1 1 1

35歳 ～ 44歳 1 1 2 1 3 1 1 2 1 1 5 2 7

45歳 ～ 54歳 1 1 1 2 3 2 2 4

55歳 ～ 64歳 1 1 1 1 4 1 5 5 2 7

5 5 2 1 3 8 4 12 2 2 4 1 1 18 7 25

7 2 9 5 1 6 16 9 25 3 4 7 3 3 34 16 50

（５）救助活動に使用した器具機材

14 回 3 回

12 回 3 回

12 回 3 回

10 回 3 回

5 回 3 回

5 回 2 回

5 回 16 回

4 回

ガラス切断機 救命ボート

ワイヤー類 その他

救助用胴衣

舟形担架・平担架 大型油圧機具

カラビナ・滑車 万能斧

投光器 各種梯子

1 47

バックボード 車載ウインチ

救助ロープ各種 可搬ウインチ

合　　計 21 5 3 10 7

そ の 他 2 4 5 11

爆発事故

12
ガス酸欠

建物事故 7 3 2

機械事故

自然災害

水難事故 1 1 1 3

交通事故 11 2 1 5 1

火　　　災

1 21

所要時間、件数 救　出　に　要　し　た　時　間

事故種別 ～10分 10～19分 20～29分 30～59分 60～119分 120分以上 計

新生児

乳幼児

65歳以上

不　明

計

（４）救出所要時間

（R6.1.1～R6.12.31）
傷病程度

・性別 死亡 重症 中等症 軽症 その他 計

（R6.1.1～R6.12.31）
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種　　　　別 品　　　　名 数量 種　　　　別 品　　　　名 数量

かぎ付きはしご 5 酸素呼吸器 4

金属製折りたたみ梯子
又はワイヤー梯子

2 防毒マスク 25

救命索発射銃 2 耐電手袋 13

平担架 5 耐電ズボン 10

三連梯子 6 防塵メガネ 50

空気式救助マット 1 防塵マスク 41

サーバイバースリング
又は救助用縛帯

19 陽圧式化学防護服 4

油圧ジャッキ 6 耐電衣 10

可搬ウインチ 9 耐電長靴 10

大型油圧スプレッダー 3 携帯警報機 21

油圧スプレッダー 6 化学防護服（陽圧式除く） 29

マンホール救助器具 2 耐熱服 12

マット型空気ジャッキ 4 浮標 1

救助用支柱器具 1 船外機 5

油圧切断機 2 救命胴衣 56

ガス溶断器 1 救命浮環 11

鉄線カッター 10 救命ボート 5

大型油圧切断機 3 山 岳 救 助 用 器 具 バスケット型担架 6

エンジンカッター 6 検 索 用 器 具 簡易画像探索機 1

チェーンソー 7 熱画像直視装置 4

空気鋸 6 水中探査装置 1

空気切断機 2 地中音響探知機 1

万能斧 5 夜間用暗視装置 2

携帯用コンクリート破壊器具 2 送排風機 3

ハンマドリル 2 投光器 7

ハンマー 5 携帯拡声器 6

削岩機 2 緩降機 3

有毒ガス測定器 5 携帯投光器 6

放射線測定器 20 携帯無線機 4

可燃性ガス測定器 4 車両移動器具 1

酸素濃度測定器 4 ロープ登降機 3

呼 吸 保 護 用 用 具 空気呼吸器 31 発電機 6

その他の救助用器具

検知・測定用器具

２　救助隊資機材保有状況
（R7.4.1現在）

一 般 救 助 器 具

呼吸保護用用具

隊員保護用器具

重量物排除用器具

水難救助用器具

切 断 用 器 具

高度救助用器具

破 壊 用 器 具
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【Ⅶ 通信編】

 si

１ 通信施設

（1）消防通信系統図

消
防
本
部
通
信
管
理
棟
（
指
令
課
）

専用電話
（大河原警察署）
（NEXCO東日本仙台道路管制センター）

宮城県防災行政無線
（地上系・衛星系）

専用回線
（各署所駆け付け通報、出動時）
（トンネルモニター盤 角田山元・
志賀姥ケ懐）

宮城県総合防災情報システム
（気象情報・地震情報・災害報告）

一般電話

インターネット回線
（河川情報・Ｎｅｔ119）

消防無線
（県内各消防本部）
（陸上移動局）

出
動
指
令

・白石消防署
・ 〃 蔵王出張所
・ 〃 七ヶ宿出張所
・角田消防署
・ 〃 丸森出張所
・柴田消防署
・ 〃 槻木派出所
・大河原消防署
・ 〃 村田出張所
・ 〃 川崎出張所

出動車両

関係機関
（国・県・市・町）
（電気・ガス）
（警察・労働基準監督署）
（鉄道・バス）等々

県内各消防本部
隣接消防本部(福島、山形）
宮城県防災ヘリ管理事務所
宮城県ドクターヘリ

順次指令
災害情報メール発信
（消防団・市町・職員・関係機関等）

消防テレフォンサービス
（災害情報案内）

TEL：0570-550-911有線

無線

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回線

無線
活動波

主運用波

統制波

無線
活動波

主運用波

統制波

１１９番通報
（固定・携帯・IP・公衆・FAX・Ｎｅｔ119）
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（２）無線施設等一覧

蔵
王
出
張
所

七
ヶ
宿
出
張
所

丸
森
出
張
所

槻
木
派
出
所

村
田
出
張
所

川
崎
出
張
所

6 10 1 5

2
10
mW 1 1

18 5 2 2 2 2 2 2 2 2 2

53 5 4 9 4 3 7 4 6 1 9 3 3

56 1 6 7 5 3 7 5 6 1 7 4 5

76 1 7 10 6 3 10 6 9 2 11 6 6

2 5 2

11 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1

33 2 5 1 4 2 2 3 2 3 1 4 2 2

5 2 1 1 1

大河原警察署専用回線 1 Net１１９ 3

NEXCO専用回線 1 消防テレフォンサービス 1
NTTコミュニ
ケーション

位置情報受信装置用 2 IP-VPN 災害メール発信用 1

順次指令回線 2 ISDN FAX 1

指令回線（データ・音声） 10 インターコネクテッドワン 加入電話 4

　　〃　　転送用 1 トンネルモニター盤 1
角田山元
志賀姥ケ懐

　　〃　　非常用 2 アナログ×２ 指令装置メンテナンス用 1

備考

１１９回線 6 ISDN×４、携帯IP×２ 宮城県防災情報端末 1 MIDORI

携帯電話
警防課タブレット

Wⅰ-Fⅰルーター

携帯電話（衛星）

(３)通信回線構成

回線名 数量 備考 回線名 数量

陸
上
移
動
局

卓上型

車載型

携帯型
署活系（400MHz帯）

可搬型

受令機

 
柴
田
消
防
署

 
大
河
原
消
防
署

備　　　　　考

無
線
局

基地局

固定局 １８GHｚ

（R7.4.1現在）

合
　
　
計

出
力

（
Ｗ

）

指
　
令
　
課

無
線
基
地
局

警
　
防
　
課

管
　
理
　
課

 
白
石
消
防
署

 
角
田
消
防
署

所属別

種別
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指
令
課

蔵
王
出
張
所

七

ヶ
宿
出
張
所

丸
森
出
張
所

槻
木
派
出
所

村
田
出
張
所

川
崎
出
張
所

1 1

2 2

1 1

1 1

1 1

2 2

1 1

1 1

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 1 1

2 2

1 1

1 1

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3 3

1 1

1 1

50 3 8 4 3 7 4 5 1 9 3 3

1 1

26 1 4 3 2 1 3 2 3 3 2 2

1 1

2 2

1 1

1 1

7 7

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1

2 1 1

3 3

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1回線制御装置

直流電源装置

無停電電源装置

発動発電機

駆け込み通報装置

見学者用案内装置

監視カメラ

災害状況等自動案内装置

自動順次指令装置

補助受付装置

支援情報端末装置

届出情報管理装置

音声合成装置

車両動態位置管理装置

AVM-ＧＰＳ車載端末装置 Ⅱ・Ⅲ型

支援情報管理装置

指令電送出力装置

地図等検索装置

気象観測装置

自動出動指定装置

状況表示管理装置

指令電送装置

署所指令端末装置

車両運用表示盤

多目的情報表示盤

指令制御装置

位置情報受信装置 統合型

１１９番FAX受信装置

無線統制台

長時間録音装置

非常用指令装置

指令台

（4）消防緊急情報システム主要機器等一覧

　
合
　
計

消
防
本
部

白
石
消
防
署

角
田
消
防
署

柴
田
消
防
署

大
河
原
消
防
署

備　考

指揮台

所属別

機器等名称
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（１）月別通報受信件数

計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

13,459 1,112 1,029 1,253 978 1,035 1,066 1,132 1,250 1,082 1,138 1,187 1,197

小　計 11,681 963 910 1099 864 906 903 962 1,079 924 990 1,037 1,044

火災通報 102 35 11 10 5 7 0 11 2 4 0 10 7

救急通報 8,708 759 714 777 669 697 653 712 851 717 679 679 801

その他の
災害通報

204 6 18 14 14 13 19 15 17 17 38 15 18

いたずら 34 3 2 3 3 1 4 5 2 1 5 4 1

間違い 498 37 45 48 43 33 40 54 46 41 40 35 36

問い合わせ 270 24 14 17 18 14 20 28 33 16 27 32 27

通報訓練 1,071 28 44 121 55 81 109 63 32 82 150 204 102

回線試験 146 5 11 26 13 11 17 15 4 10 8 16 10

その他 648 66 51 83 44 49 41 59 92 36 43 42 42

小　計 1,778 149 119 154 114 129 163 170 171 158 148 150 153

火災通報 23 3 4 1 1 2 0 2 1 1 3 4 1

救急通報 591 58 44 65 34 43 42 46 60 59 50 42 48

その他の
災害通報

955 66 63 78 71 78 65 86 92 87 86 91 92

その他 209 22 8 10 8 6 56 36 18 11 9 13 12

報
知
電
話
以
外

２  通報受信状況

（R6.1.1～Ｒ6.12.31）

区　　分

月　　計

報
知
電
話

（
1
1
9
番

）
受
信
件
数

火災通報/ 102

救急通報/ 8,708

その他の災害/ 204

いたずら/ 34
間違い/ 498 問合せ/ 270

通報

訓練/ 

1,071

回線試験/ 146

その他/ 648

報知電話以外

1,778

火災通報/ 24

救急/ 591 その他災害/ 955

その他/ 209

報知電話以外の内訳

（単位： 件 ）
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10,609 10,139 10,132 10,364 10,904 9,345 10,018 11,001 11,891 11,681

加入 4,539 4,098 3,995 3,892 3,670 2,916 2,910 2,830 2,815 2,468

携帯 3,309 3,340 3,353 3,582 4,275 3,675 4,227 5,018 5,802 5,613

Ｉ Ｐ 2,761 2,701 2,784 2,890 2,959 2,754 2,881 3,153 3,274 3,600

501 518 524 446 500 408 447 553 463 444

15 17 22 16 16 8 2 9 2 6

29 27 27 17 19 7 20 13 12 10

86 76 56 52 53 27 17 22 24 25

45 46 4 53 48 58 44 36 46 48

776 680 886 1,125 1,249 677 627 828 986 1,245

12,061 11,503 11,695 12,073 12,789 10,530 11,175 12,462 13,424 13,459

33.0 31.5 32.0 33.0 34.9 28.7 28.8 34.1 36.8 36.9

0 0 0 0

0 0 0 1

13 15 31 19

火災

救急

テスト

その他

合計

１日あたり件数

（３）Net119着信状況

年
R3 Ｒ4 R5 R6

区分

駆け付け

R1 R2 R3 R4

１１９番

加入電話

警察電話

NEXCO電話

自己覚知

R5 R6

（２）各種通報受信状況の推移
年

H27 H28 H29 H30
区分

4,539 4,098 3,995 3,892 3,670
2,916 2,910 2,830 2,815 2,468

3,309
3,340 3,353 3,582 4,275

3,675 4,227
5,018

5,802
5,613

2,761
2,701 2,784 2,890

2,959

2,754
2,881

3,153

3,274
3,600

12,061
11,503

11,695 12,073
12,789

10,530
11,175

12,462

13,424 13,459

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

119加入電話 119携帯電話 119ＩＰ電話 総件数

総受信件数と１１９番通報手段の推移（単位：件）

Net１１９は音声の聞き取れない人や、声で知らせ

ることができない人が、携帯電話などで簡単に１１

９番へ通報できるシステムです。

詳しくは仙南消防本部へお問い合わせください。

仙南消防本部

℡ 0224-52-1050（代表）

-61-



宮城県柴田郡大河原町字新青川１番地１
TEL 　０２２４（５２）１０５０ （代）
FAX 　０２２４（５２）１０５６　
E-mail 　fd_kanri＠az9.or.jp
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